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                                   午前１０時０５分 開会 

 

                  （開 会 宣 言） 

〇議長（吉尾政春議長） これより本日をもって招集されました、平成９年第４回沼田町議会定例会を 

開会致します。定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

 

                 （会議録署名議員の指名） 

〇議長（吉尾政春議長） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、会議規則 

第 120条の規定により、６番吉田好宏議員、13番室田俊朗議員を指名致します。 

 

                   （会期の決定） 

〇議長（吉尾政春議長） 日程第２、会期の決定を議題と致します。お諮り致します。本定例会の会期 

は本日から19日までの３日間として、お配り致しました会期日程表のとおりに致したいと思います。こ 

れにご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声あり） 

〇議長（吉尾政春議長） ご異議なしと認めます。よって会期は、本日から19日までの３日間に決定致 

しました。 

 

                  （議長の諸般報告） 

〇議長（吉尾政春議長） 日程第３、議長の諸般報告については前定例会以降の議会の動静、例月出納 

検査結果報告書を提出致しましたので、ご覧願います。 

 

〇議長（吉尾政春議長） 日程第４、建設常任委員会所管事務調査報告を議題と致します。委員長の報 

告を求めます。 

                 （吉田好宏委員長登壇） 

〇建設委員長（吉田好宏委員長） 建設常任委員会所管事務調査報告、朗読をもってご報告を致したい 

と思います。〔別紙 所管事務調査報告書朗読〕 

〇議長（吉尾政春議長） 委員長の報告が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

９番。 

〇９番（野議員） 只今の委員長の方から建設常任委員会所管事務調査報告があったわけで、素晴らし 



い中身で聞かさせて頂きました。そこで委員長の方からこの所管事務調査報告の中で、意見ということ 

でそれぞれ一般質問的なことが今お話しをされたんですけども、中身については非常に私わかります。 

わかりますけれども、所管事務の調査報告というものにつきましては、私去年こういったようなことで 

色々 勉強もさせて頂きましたけれども、所管事務調査報告につきましては、これは地方自治法の 109条 

の２の３かなんかにずっと出ておりまして、この所管事務を調査する、したことにつきましてはただ調 

査のみであって、私見や意見を加えることは出来ませんということをうたってございます。そこで去年 

も私こういった事をお話したんですけども、これは今までの沼田町の町議会のしきたりであって、こう 

いった事を、意見というものを書いて報告をしているんだというお話を聞きましたが、去年まではいい 

として私ども新しい１年生議員としまして、やはりあくまでもこの自治法に基づいて議会というのは進 

めていかなければならない問題でないかという感じがするんです。今までは今までとして、やはりこう 

いったものはきちっと法律にうたっているものであれば行政はきちっとした形でとるべきものでない

か 

という感じをしますが、この辺をお伺い致します。 

〇議長（吉尾政春議長） ９番議員、これは本報告に対しての質疑なので、それは全員協議会等で過般 

の議運の中でも話し合われておりますので、全員協議会の中でもう一回話をしたほうがいいと思います。 

〇９番（野議員） わかりました。 

〇議長（吉尾政春議長） 他に質疑ありませんか。 

                 （「質疑なし」の声あり） 

〇議長（吉尾政春議長） 質疑なしと認め、質疑を終結致します。これにて本報告は終了致しました。 

 

〇議長（吉尾政春議長） 日程第５、決算特別委員会の決算審査報告を議題と致します。委員長の報告 

を求めます。 

                 （吉田好宏委員長登壇） 

〇決算特別委員長（吉田好宏委員長） 委員会の決算審査報告。〔別紙 決算審査報告書朗読〕 

〇議長（吉尾政春議長） 委員長の報告が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

                 （「質疑なし」の声あり） 

〇議長（吉尾政春議長） 質疑なしと認め、質疑を終結致します。これより討論に入ります。ご意見あ 

りませんか。 

                  （「なし」の声あり） 

〇議長（吉尾政春議長） ご意見なしと認め、討論を終結致します。本決算に対する委員長の報告は意 



見を付し、認定すべきものであります。お諮り致します。本決算は委員長報告のとおり、認定すること 

にご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声あり） 

〇議長（吉尾政春議長） ご異議なしと認めます。よって本決算は、委員長報告のとおり認定すること 

に決しました。 

 

〇議長（吉尾政春議長） 日程第６、建設常任委員会の決算審査報告を議題と致します。委員長の報告 

を求めます。 

                 （吉田好宏委員長登壇） 

〇建設委員長（吉田好宏委員長） 委員会の決算審査報告。〔別紙 決算審査報告書朗読〕 

〇議長（吉尾政春議長） 委員長の説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

２番。 

〇２番（橋場議員） 道営住宅や町営住宅、また平成９年度からこういうことで水量の増量が見込まれ 

るということになっていますが、合併処理浄化槽などの設置は新しいものでありますから、これは使用 

料の増えるのは見込まれるんですが、道営住宅や町営住宅には古い住宅に入った人達がほとんどこう移 

住したという形になるんです。今までの古い住宅にいたお年寄りの人達は月々 ３ｔか５ｔ以下しか使っ 

ていなくても10ｔ分の基本料金取られていたわけであります。新しいとこに入りましたら、今までのよ 

うに風呂沸かして、その風呂水を２回、３回使うようなことは出来なくて、ボイラーですから１回出し 

てしまったらそれをほとんど投げてしまわなきゃならないと、10ｔ以上使うようになるとあれですね、 

水を半分投げて熱いお湯でうめて節約するというような人もいるかもしれませんけれども、老人世帯の 

人達はやっぱり10ｔ以下だと思うんです。そういう意味からいうと、この増量が見込まれる中には道営 

住宅や町営住宅、他から入ってくれば別なんですけども、今のところは空き家もあるんです。そういう 

事からいうと、あまり道営住宅や町営住宅の新築や、改築によって増量を見込まれるということはあま 

り当てはまらないのではないのかと思うんですが、この辺りはどう思っておられるか。 

 それから文章上ですけれども、その「多くの水量の増量が見込まれる」というところの、これ水量っ 

て、使用水量ってクドイようだけど「使用」という字を入れないとまずいんでないかと思うんですけど 

も、どんなものでしょうか。 

〇議長（吉尾政春議長） 吉田委員長。 

〇建設委員長（吉田好宏委員長） 只今の質問でありますが、道営住宅、町営住宅等は非常に今盛んに 

出来ているわけですが、私どもの願いとしましては所管事務調査で申し上げたようにやはり町外からも 



大分にひとつ入って頂くような、そういうやはり基本的な考え方のもとにこれ等も全て飽和したなかで 

私はやって頂きたい、こんな考え方もございます。 

 それから字句につきましては、申されるようにその字典についてはまた私ども検討して、加えていき 

たいと思います。以上です。 

〇議長（吉尾政春議長） 他に質疑ありませんか。 

                 （「質疑なし」の声あり） 

〇議長（吉尾政春議長） 質疑なし認め、質疑を終結致します。これより討論に入ります。ご意見あり 

ませんか。 

                  （「なし」の声あり） 

〇議長（吉尾政春議長） ご意見なしと認め、討論を終結致します。本決算に対する委員長の報告は意 

見を付し、認定すべきものであります。お諮り致します。本決算は委員長報告のとおり認定することに 

ご異議ありませんか。 

                 （「異議なし」の声あり） 

〇議長（吉尾政春議長） ご異議なしと認めます。よって、本決算は委員長報告のとおり認定すること 

に決しました。 

 

〇議長（吉尾政春議長） 日程第７、一般行政報告を議題と致します。始めに町長。 

                  （町 長 登 壇） 

〇町長（篠田久雄町長） 第４回定例会にあたりまして、議員各位におかれましては年末大変ご多用の 

ところ全員のご出席を頂きまして、厚くお礼を申し上げる次第であります。まず平成９年度産米の出荷 

状況についてから申し上げたいと思います。〔別冊行政報告書朗読〕 

〇議長（吉尾政春議長） 次に教育長。 

                 （教 育 長 登 壇） 

〇教育長（久本博美教育長） 平成９年第４回定例議会にあたり、９月定例以降の教育行政報告を申し 

上げます。〔別冊教育行政報告書朗読〕 

〇議長（吉尾政春議長） 以上で、行政報告を終わります。 

 

〇議長（吉尾政春議長） ここで休憩を致します。尚、午後の開会は１時開会と致します。 

                                       １０時４９分 

                                    （岩寺監査委員 不在） 



〇議長（吉尾政春議長） 再開致します。 

                                       １３時０４分 

〇議長（吉尾政春議長） 日程第８、一般質問を行います。始めに町長に対して通告順に順次発言を許 

します。11番、山木議員。 

〇１１番（山木議員） 11番。それではひとつずつですね。 

〇議長（吉尾政春議長） 観光問題、まず最初にやってください。 

〇１１番（山木議員） 観光問題、これについては滞在体験型観光の取り組みと、こういう事で質問申 

し上げます。今、道内各地で農村を舞台にした滞在体験型観光が盛んに行われております。本町におい 

ても緑町に農園つきの住宅、こういう事も考えておられることでございますので、是非とも早急にこれ 

は取り組んで頂きたいと思います。ちょっと話はかわりますけども、先般の北海道新聞の記事に九州は 

宮崎県のこれ西米良村というんですか、約2000人程の村ですけどもこの９月からワーキングホリデー制 

度を取り入れて、これを宮崎県のホームページに載せたところが上々 の反響があったと、こういう欄が 

ありました。或いはご覧になった方もおられると思いますけども、これを要約致しますと観光客が村営 

の宿泊設備に滞在中、時給 600円で希望する農家の軽作業を手伝ってもらい、手伝いを頂いた農家がそ 

の報酬を支払うという、簡単な言い方をしますとそういう制度であります。幸い今本町は幌新温泉があ 

りますし、加えて素晴らしい自然があってその中で農業が営まれております。温泉と農村の活性化と、 

こういうためにもこういったものもひとつもう一工夫して真似をしてみる必要があるのかと、こう思う 

のですけどもちょっとお伺いを致します。 

〇議長（吉尾政春議長） 町長。 

〇町長（篠田久雄町長） 農村観光のご質問でありますけども、実は一昨年ですか、ドイツに行った時 

も、どう農村に、農業にプラス所得を増やすかということで構造改善事業で農村の民宿とか、或いはま 

た景観の整備とか、こういったことをドイツが20年前にした実績があるのを見てきたのでありますけど 

も、今道庁におきましても農村観光室というのを作りましてモデル市町村に何町か、或いはこの沼田も 

どうかという話はひとつ言われているわけでありますけども、体験型のこのそういった都市との交流が 

出来る、いうようなことにやっぱりなっていくように交通の便にも悪くありませんし、また宣伝の点に 

つきましてもこの幌加内、小平と３町協議会、このホームページの開設もありますから、これ等で宣伝 

しながら進めていきたい。特に一昨年でしたか、ずっと山木議員さんも埼玉県からメロンの体験でご苦 

労して頂きまして、幌新温泉にとっては大きなプラスになっているわけで、この点も感謝申し上げてい 

るわけでありますから、こういう知り合いのなかからやはり呼び込んで頂くということもひとつの方法 

でありますから、また一層お力添えも賜りたいとこう思っております。 



〇議長（吉尾政春議長） 次に農業問題について、農業コスト低減について一括して質問してください。 

〇１１番（山木議員） それでは農業コストの低減対策について２点ほど大きい形で質問致します。我 

が国の農産物のほとんどが国際化の中で価格が下落するということはご存じの通りと思います。農業が 

基幹産業であります本町にとって、極めて深刻な事態を向かえており、関係者心を傷めているところか 

と存じますけども、行政もこの事態に対しまして具申両面にわたってのご支援を賜っておりますこと、 

たまたま多少後ろのほうに農業者も、お見えになっておりますけども、皆様感謝の心を込めて今日は来 

ていると思っておりますし、私もその一人として心から厚くお礼を申し上げるしだいであります。この 

ような支援をバネに致しまして農業者も各種事業に積極的に取り組み、コスト低減に努力を致している 

ところでありますけれども、暗渠に致しましても基盤整備に致しましても次年度から早急にコスト低減 

という効果は出て参りません。その事についてはご理解を頂けると思います。そこで今コストを押し上 

げている要因、たくさんあるわけでございますけども、農業者が自己努力で出来るもの、或いは農協が 

その経営努力のなかで農家に対応できるもの、行政でなければできないものと、こう分かれるかと思い 

ます。そこでここはひとつ行政でなければ出来ないもの、それは一体何なのか、そういった中で町長も 

色々 考えておられると思いますので、そういったもののお答えを頂くとともにそれをどういう形で推進し 

ようとされているのか、そういった事をお伺い致したいと思います。それが大きな１点目で、次に２点 

目として今ありますように願いを込めて３点ほど申し上げ、初審を伺いたいと思います。 

 １点目は私どもの考えるところでは一番大きな要因でありますのが農業機械設備の投資であります。 

こういった事につきまして、指導と対応というものが早急に必要になってくるのでないかと、その中で 

町が考えておられる機械銀行、これを何としても早く設立をして頂いて現在所有してしている個々 の機 

械でも共同に対応できるものであれば機械銀行が買い取る、こういったなかでの共同化を推進すること 

も必要だろう、或いは管理機械等についても補助事業等につとめてひとつ農家のコスト低減に努める、 

こういった努力が必要でないかと思うところでございます。 

 ２点目につきましては、規模拡大時に取得した農地の取得資金の償還延長、もしくは低利資金への借 

換え処置をとって頂いたらどうかと、こういう事でございますけども、この事については後継者につい 

ては各制度があるようでございますけども、担い手制度に該当しなかった、現在でいいますと50歳以上 

の農業者に対するこういった制度は現在ありません。その全ての方々 が10数年前に一反 600千円、 700 

千円という価格で農地を買われた方でございまして、現在元利合算致しますと反当たり40千円前後の年 

賦償還をいさしていると思います。この額がどんなに大変なことか、この事については設問をしなくて 

もわかって頂けていると思いますので、省略を致します。後継者がいるといないに関わらず、皆さんに 

は65歳まで現役で頑張ってもらう、この事が本町農業にとって極めて大事なことだと、こう考えますけ 



どもその辺のことも賜りたいと思います。 

 ３点目には、これは小さなことでございますけども、今この農家収入が激減している中で収入の増大 

が期待できると、こういうことから行政等の支援を頂く形のなかで、メロンが順調にその作付面積を伸 

ばしてきております。しかしながら沼田町が豪雪地帯と、こういう事から育苗費用のコストが極めて高 

いものについていると、そういう事でございますので、本町にあります遊休資産、この中に温室が実は 

あるわけでございますけども、これを何とか利用する形のなかで町で、町営の育苗センターを作って苗 

供給ができないものかと、このような考えるところでございます。一応２月から６月までの稼動が見込 

まれますし、後半にはトマトの苗の供給も考えられますので人材センターの活性化と、こういった事も 

含めながらひとつどうなのかと、こういった事を願いとしたなかで町長の初審を賜ると、こういう事で 

ひとつお願い申し上げます。 

〇議長（吉尾政春議長） 町長。 

〇町長（篠田久雄町長） 山木議員さんから色々 とご提言頂きましてお礼申し上げたいと思いますけど 

も、私どももこの、これからの米価が上がるということはなかなか考えにくい、しかし今年の米価では 

これはやっていけんわけでありますけども、どう低減コストにつないでいくか、これがやはり日本農業 

の大きな、しかも北海道農業にとっての大きな課題だろうと思っておりますが、農村につきましてもこ 

の機械銀行のご提言でありますけども、これ10年ぐらいまで色々 検討致しました。なかなか、この時期 

的なものが一緒にぶつかるとかいうことで非常に上手くいかない訳でありますが、できればこの季節の 

違うところと共同するとか、共同でなくて誰かがもって委託耕作をする、これからは農協さんと話致し 

ておりますことは、これは組合長と話していることですけども、新規になるべく買うことは抑えてもら 

う、そして現在持っているその機能で誰がゆとりがあって誰が出れるか、それは出た人もやはりこの機 

械の償却を早め、機械の効率を上げることになるわけでありますから、この辺を新たな機械の購入をな 

るべくやめてもらって、ある機械を有効活用していくということが今当面の課題だろうと、そして努め 

てこの委託を受けて買う、耕作する。実はカリフォルニアに私は玉置さんという、福島県から行って80 

haの耕作している農家のとこ行ったけど、何の機械もありません。全部委託であります。ですから自分 

の償却がなくて委託費だけ払っていく、きちっと単年度決算が償却なしで出てくることでありますし、 

それで利益がそれなりに出る、もちろんその米の値段は安いわけでありますけど、そういうふうに今大 

体この計算をしてみますと皆さんは当然していることありますけどもコストの、生産コストの中で機械 

の占める割合がやはり30％いってしまうわけです。この何故いくか、日本の場合は非常にこの特に水田 

の場合、多機種、少量生産という現実があるから、それでやはり機械にかかってくるわけで、これを逆 

手にとっていかなきゃいかん、新しく出たからすぐ欠くということではなくて、我々 もこの農水省の各 



担当の方々 と一緒になって会議をしたときに、ここはやはり一番の欠点はこの自動車メーカーは輸出す 

る、それはどの部品、各トヨタも日産もいろんなメーカー、マツダもありますけども、共通部品です、 

農機具はみんなひとつひとつ別々 、ここにも大きなこの機械の生産にあたってのコスト高になっている 

、これを使うわけですから、ですから高くなってくるので、この銀行以前の問題として農水省にきちっ 

としたこれ等をやはり各メーカーに共通部品にさせるように、これを指導してくれということで提言申 

し上げましたら、局長は、担当局長は取り組むとこういっておりますけども、まだ実現はしてない段階 

でありますが、そういう提言を申し入れております。 

  それからロの問題でありますけど、なるほど買って今規模拡大された、今するならいいけど、数年前 

にされた方々 は 700千円から 800千円の土地を買っている、非常に資金も多い、まだ金利もそれなりに 

高い、でありますから、おっしゃることはわかるわけでありますけども、残念ながら議員さんがおっし 

ゃったように経営委譲しなければ資金を借りれない仕組みになっておりまして、ですからこれは一行政 

が、一市町村がこの肩代わりするというわけにいかないので、制度のなかで今はその経営委譲すればそ 

れで資金が借換えできるわけでありますから、それを上手く運用する面がないかをひとつご検討頂きた 

い、そのように思っております。 

  それから最後にこのメロンの育苗の関係でありますけども、町としては人材派遣センター、これもご 

案内のように結構町の持ち出しで人材センターの運営を致しておりますから、少しでもやはり人は現役 

で働いてくれればと、そしてまた労働力がいるところに提供できればということで人材センターを開設 

致しておりますけれども、この温室再利用、あそこを施設を使ってもらうことは結構でありますけども、 

町が育苗にまで手を出すということはちょっと無理だろうと、職員の関係、人の関係もありまして、こ 

れがやはりこの直接農家が共同で、或いはまた農協さんが利用されるということについてはこれはまた 

十分ご相談にのっていきたい、こう思っております。 

〇議長（吉尾政春議長） 11番。 

〇１１番（山木議員） －再－ 行政が何をできるかということについてのお答えがちょっとなかった 

かと思うのですけれども、私が言ったのはたまたま～～～３点でございまして、これ以外色々 これ考え 

ておられるかと思うのですけども、後程それはお伺い致します。 

  農業機械のコスト低減ということで共同化を今言ったわけですけども、行政で出来るというものも今 

言ったようにあるわけです、制度的にそのようにもっていくとことを考える、それは大変かもしれない 

けどもここまでくるとやはりかなり強力な形で進めないと、今の農家の方々 がそれぞれが皆共倒れする 

んでないかというような危険を感じているところでございます。そういった面で、もう少しこの強い姿 

勢で望むということもどうなのかと、こう思います。 



 ２点目の関係につきましては、ないのは承知で言っているわけですけども、それじゃ関係者がこれが 

ちょっと数字は分かりませんけども相当数の方がいると思うのです。その方々 が65歳までにいかないう 

ちに沼田を去らなきゃいけないと、こうなってくるとこれは大変なことに実はなるわけでございまして、 

何とかその行政として中央のほうに強く働き掛けてもらって、国、道の方に何とかそういうものをふっ 

かさせるほうはないのか、或いは不可能であればそこにいる担当職員の皆さんが知恵を使って、何かそ 

のいい方法といったら悪いけど、もちろんこれは大変なことなんだけども、そういうことが考えられて 

はどうなのか、そういった面で前向きにひとつ取り組んで頂きたいとこう思っております。 

  それからメロンの関係ですけども、温室を解放するという答弁で十分なんですが、できれば町営でや 

って頂ければ相当コストも安く済むのかと、現在 170円のメロンの苗値段です。総額では約 8,000千円 

弱なんですけども、これが総収入の今でいう 840,000千円ですか、この中では９％に近いコストを占め 

ていると、そういう面で一番コストがかかっているのが苗とその次に箱とこういう順番になっておりま 

すので、できればそういったものの中で努力をして頂ければ 100,000千円を突破して 200,000千円、30 

 0,000千円というような形がとれるのかと、このように関係者は思っているようでございますので、ひ 

とつ特段のご配慮とこういう事もひとつ取り組んで頂きたいと思うのですが、その辺併せてひとつよろ 

しくお願い致します。 

〇議長（吉尾政春議長） 町長。 

〇町長（篠田久雄町長） 最後のご質問からお答え致しますと、町営でということでありますけども、 

町営でということはその受益者になる方々 が如何に町がその資金的に設備的なものも町で持つように

ということなんでしょうが、それなりの町で運営して収支が取れるような苗代とすれば買う人がちょっ

と高くなってしますだろうと、ですからお使いになる方々 が共同で利用して頂くということの施設を使

って頂くことについては町としてはお貸し致したいと、こういうふうに申し上げているので、町が直接

苗作りをしてコストの高くなったものを、場合によってコウミをつけなきゃならない、コウミをつけて

如何に高いものになっているか、赤字を出しているかというのは牧場経営をみてもご案内のように毎年、 

20,000千円位突っ込んでいる、しかしひとつには出発した経緯があり、またひとつの景観ということも、 

景観代というものは高いものだと思いながら20,000千円ずつあそこに毎年投資をしているわけですけ

ども、これもメロンも 5,000,000千円産業ということになれば、これはやっぱり町が相当一翼を担うと

いうこともあるかもしれないけども、今の段階では町営でするということはちょっと無理があるだろう

と、そのように思っておりますのでご了承賜りたいと思っております。また、更に一層これからいい知

恵があればまたご協力させて頂きたいと思っておりますし、それから歳の関係についてはおっしゃるこ

と良くわかりますので、これはいろんな機会で国に当然働き掛けて、このコスト低減しなきゃならん実



状にあるだけにこういった解決もやはりしていく、別の資金というものを対応して考えてもらう、いう

ことについては行動いたしておりますし、今後も一層行動してかなきゃならんと思っております。 

  それから機械については強い姿勢でということでありますけども、これ、やはり最後は何といっても 

経営する皆さんがこの責任を負うことでありますので、私どもは一つは基本になるものについては国に 

きっちり言って機械そのものがあまりにも日本のは、この多機種、少量生産で高くなっている点の解決 

と、さらにまたあとは委託で進めていく方法、そのひとつは実はいいモデルがあるんです、旭栄なんで 

す、山木さんがやってらっしゃる、あの方法でひとつこれから進めて頂く、こういう事でお願いしたい 

もんだと思っております。以上であります。 

〇議長（吉尾政春議長） 同じく11番、山木議員の生涯学習センターについてを質問してください。 

〇１１番（山木議員） それでは生涯学習センターの建設見直しと、こういったことで質問申し上げま 

す。開基 100年の記念事業の一貫であります生涯学習センターがいよいよ建設の時期を迎えました。私 

どもが当初聞かされていた形とはちょっと変わりまして、保健総合センターという名前のものが時代の 

要請に答えて早期着工になるようでございます。この見直しに対しまして町民皆さんが心から喜んでい 

る、そのように私は感じております。さらに先般、理事者のお話を伺っておりますとその後壮大なステ 

ージと広々 とした教室を兼ね備えた生涯学習センターの建設が続行されると、そういう事でございまし 

た。この青写真を見ますと、プロジェクトを担当された職員の皆さんの努力の跡が良く見られまして、 

これまた町民に心から喜んでもらえるものかと思います。しかし、これが極めて高価なものでございま 

して、バブル崩壊以来ここ数年の間に私どもを取り巻く環境、極めて厳しくなっていることは皆様方も 

ご案内のことと思います。特に本町の場合は、町の経済を支えている農業は平年作ということでありな 

がらも農産物の価格下落により大きな痛手を受けておりますし、またこれを支えております土建業界が 

行革による公共事業削減の嵐を真向から受けようとしております。その事によって、町の人口も相当数 

今後減っていくことが予測されるところでございますが、保健総合センターにつきましては今日の高齢 

化社会の中で、高齢者が健康で長生きして頂くために必要不可欠なものである、そのように考えます。 

しかし、生涯学習センターについては今後のひとつ維持管理を考えますと、大きな負担になりはしない 

かと心配を致しているところでございます。できることであれば保健総合センターの上に３階部分を増 

築してこれに当てるとか、或いは町民会館のステージについては今流行の何か電動式の収納式の何か客 

席があるようでございますけども、そういったものを取りつけるとか、或いは教室が足らなければ小中 

学校の空き教室を利用する、このような事で皆さんの理解を頂くことも必要かと、このように今感じま 

す。今日までひとつ前向きに取り組んできた理事者を始めとする担当職員におかれましては「今さら何 

を」というような思いが強いかと思いますけども、今国の財政が年々 厳しくなっていくことは皆さん方 



も十分ご理解を頂いていると思いますので、私どもの将来を考えてあえて質問を申し上げ、町長の所信 

をお伺いしたいと思います。 

〇議長（吉尾政春議長） 町長。 

〇町長（篠田久雄町長） 私ども振興計画、或いは開基 100年に計画して皆さんにご了解得たから、必 

ず何か何でもということでなくて、こういう時世が変われば大胆に見直す点は見直していかなきゃなら 

ん、私はそのように思っております。ただ、この先を見た場合、今議員さんがおっしゃったように国の 

財政が大変なだけに、ひとつには12年度まで見えるわけです、財政状況が、国の。そこに過疎債という 

ものも充当するものも見える、或いは総合整備債、そういったものも今はみえるけども、その後になっ 

てくると財政状況がさっぱり見えてこない、どこまでこの日本の景気というのが落ち込んでいくか、こ 

れがちょっとわからないんですが、そうだとすると今のままで例えば公民館ですよ、公民館活動をやる 

方々 が非常に希望者が多いけども、このままで公民館がいいのかどうか、これはやり変えるひとつのチ 

ャンスだろうと、確かに資金はかかるけどもある程度ずっと準備をしてきた、そして開基 100年の記念 

事業というふうに多くの町民の方々 の理解や、またアンケート調査やら希望も頂いて、ここでやめると 

なればいろんな計画をしたそういった事も、計画というのは我々 でなくて住民のなかの皆さんが期待も 

した、もう一つはこういった施設があることによって皆さんが絶えずおっしゃいます若者の定住、そう 

いったひとつの起点にもなる、色々 また情報交換とか学習とか、そういう場所というのはやはり必要で 

すから、今のところは財政状況が何とか目通しがついているうちにこそやはり進めていくべきでないか、 

そのように今のところは考えております。 

〇議長（吉尾政春議長） 次に12番杉本議員、総合振興計画、一括質問してください。 

〇１２番（杉本議員） 12番杉本です。グリーンスコーレ沼田の総合振興計画の３年ごとのローリング 

における最終計画の基本的な考え方ということでお尋ねをしたいと思います。３月の町長の執行方針の 

中で、それぞれこの12年間、平成３年に出されて12年までの中で現在まで進めているなかで相当の成果 

を上げていると、このことについては私ども十分認識をしております。しかしながら今ほど山木議員の 

答弁にありましたとおり、12年以降の見通しについては非常に不透明なところがあると、その通りであ 

ろうかと思います。そういった意味ではこの３年間の、これからの３年間、十分に基本的に練り上げて 

この計画を遂行していかなきゃいけないとこんなふうに考えておりますし、またその後の計画も方針の 

中で出されておりました。これは将来の沼田を揺るぎなく、こう組み立てていく、そういった意味で非 

常に重要な計画でないかというふうに考えております。そういった中で、特にご案内のように平成３年 

の３月ということでありますから平成２年の時に計画を出されているんだと思います、練り上げている 

んだと思います。その時はバブルのちょうど終局に向かっているときで、一般にはバブルに酔っていた 



と、こういう時期ではなかったかと思います。そういった意味では今になって非常に盛りだくさんの計 

画の中でそれぞれを選抜しながら今すぐやらなきゃいけないもの、或いはこの３年間でやらなきゃいけ 

ないもの、或いは次期に伸ばすものと、そういう事でそれぞれを選別して具体的な対策を立てていかな 

ければならないと思います。その中でここに何点か上げてありますが、この事についてはその中で特に 

目立つものと、こんな事で何点か上げてございます。 

 そこで１番目には過疎化の進行、この中で人口に見合った町づくりの構想と、こんなことでお尋ねを 

したいと思いますが、計画によりますと平成12年には 8,500名になると、こんな事で計画を立てており 

ます。もちろん企業もたくさん入ってきましたし、自衛隊も来ましたけども、残念ながら人口が大幅に 

増えるとこういう状況ではないと思います。従って、これ等についてはこの下に書いてあります定住人 

口確保のための各種対策、もちろん企業誘致にも努力がいりますが、尚更この若年層の方の沼田に対す 

る定住、この対策が急きょ行わなければ今高齢化が25.2％ですか、こういう高い状況の中でどうしても 

亡くなっていく人のほうが倍も３倍もあると、こんなことで人口が毎年 100人ずつ減っていくと、こう 

いう事であります。そういった中では消費者対策を含めて如何にこの沼田が魅力のある町ということの 

宣伝、或いはそういう町に作り上げて若い層が沼田に住んでもらう、そういった住宅から色々 この農村 

の配偶者対策、そういったもののこの３年間のなかでしっかりとこう計画を立てて頂きたいと、こうい 

うことであります。 

 次の過疎化の中での商工業振興策と、この事については言うまでもなくもう緊急を要すると、もちろ 

ん農産物の自由化で農業も同じであります。この２つについてはどうしても緊急を要する課題でありま 

す。今日からこの事については進めなきゃいけない、そういった意味では農村の関係については稲作経 

営安定緊急対策と、こういうことで先程山木議員が申されたとおり非常にこう支援を頂いていると、そ 

ういった中でありますが、残念ながら商工業の振興については載っていないと、そんな事で別枠でも商 

品券というような町村もありますから、そういった考え方についてはどうであろうかと、更に施設の有 

効利用と新設の考え方と、この事については今ほど生涯学習センターのお話がありましたけれども、や 

はり 2,000,000千円以上の金額がかかるように聞いてございますが、そういう事になりますと将来が非 

常に財政的に逼迫するのかと、その事による住民サービスを手抜きしなきゃいけないと、こういう事態 

も兼ね併せていると、こういう事を考えますと今小中、小学校、幼稚園、こういったものの施設があま 

ったり、或いはそれ等をどうするかということも課題になってくると思います。私が考えればやっぱり 

この管理をひとつにすると、小学校に幼稚園を併合、統合すると、そして幼稚園の施設をサークル活動 

等に利用すると、あそこに部屋が４つありますからそういった意味ではスペースがかなりあると、更に 

管理は町民会館が全部やると、そういう事で農業資料館、或いは夜高会館も含めてこういったものの再 



構築も必要でないかと、そんな事で伺い致しますし、もう一つは施設の関係では先般計画のなかで健康 

福祉管理センターの話が出ておりましたけども、その中のスペースを見ますと消防施設、事務所と仮眠 

室と何回か定例会でお話ありますけども、具体的に載っていなかったと、これは町の３月の施政方針の 

中で22頁に出ておりましたけども、これには消防施設、施設の整備、或いは機動力の発揮というような 

ことで、施政方針のなかでもこういうふうに出ております。そういった意味ではちょっと手抜きでない 

かと、こんなふうに考えますのでその辺の伺いもしたいと思います。 

  ２番目の低成長の継続によります政治経済の変化に遡行した対策と、こういう事であります。この事 

については今ほど山木議員が言いましたので省略をさせて頂きますし、もう一つは農産物の自由化の関 

係については次の質問の中で具体的にしたいと思いますので省略させて頂きたいます。 

 ３番目のその他の関係では４つほど上げてございますが、高齢化の進行に伴いまして介護保険法の対 

策と、こういうことになろうかと思います。先般、この法案が通りました。12年の４月からはどうして 

もこれを立ち上げなきゃいけないと、そういった意味の中では保険あって介護なしと、こんなことであ 

ってはならないと思います。それまでに制度的に、或いはヘルパー、或いは人材の育成、いろんな面で 

その準備をしなければいけない２年間であろうと思います。ここで手抜きがあれば将来どうしてもこの 

介護保険法が十分に機能しないと、また住民の理解も十分得ておかなきゃいけない、そういった意味で 

これ等の対策をどういうふうにこう立ち上げるまでにされるのかと、こんな事で伺いしたいと思います。 

また交通網の整備、便利な効率的な市外道路と、こういう事で伺いをしたいんですが、これ等について 

も先般私が質問してございますが、残念ながら明快な答弁が得られておりません。この事について総合 

計画をずっと調べてみますと、こういうふうに書いてあります。「基本方針の中で便利で効能率的な道 

路の整備、促進と、更に市街地区の総合的な見直しと整備、促進」ということで、具体的にこの総合計 

画の中で載っております。しかしながら、先般のお話ではどうも若い人の魅力があるような町にならな 

いのかと、こんなふうに私が受け止めておりますので再度この点については基本の中でどういうふうに 

されるのか伺いをしたいと思います。 

 次の農協の合併でありますが、これについてはまだまだ不透明なものがたくさんあります。しかしな 

がら米バラ施設を核としたこの地域特性、これ等をしっかりこの沼田のなかで築いていかなきゃいけな 

いと、私はそういうふうに思います。そういった中で総合対策の中でこの３年間どのような考え方で、 

或いは予算措置をしながらこの事を進めていくのか、伺いをしたいと思います。擦り糠の関係もありま 

すのでその辺も含めて伺いをしたいと思います。 

 あと最後に出ておりますのは、いうまでもなく行財政改革、これから色々 な中身で財政構造改革等の 

中身、或いはその先にも世に不透明な中でどういうふうに町としてこれ等を受けていくか、或いはスリ 



ム化をしていくか、或いは広域行政をどうするか、こういった面でそれぞれご答弁をお願いしたいと思 

います。 

〇議長（吉尾政春議長） 町長。 

〇町長（篠田久雄町長） たくさんのご質問がされたとこでありますけども、総合振興計画、夢を持っ 

て平成２年に作ったとこでありますけども、施設的には計画どおり進んで参りました。ただ一つその計 

画どおりでないのはやはり農村人口の減少、もちろん町の全体の人口減少についてはなかなか思うとお 

りにいかないとこでありますけども、概ねこの振興計画の方向に沿って進んでいるわけでありますが、 

バブル時代ということであったけれども、それによってうちの町が一つにはこのバブル時代であったか 

ら大都市に土地を買うことが出来なくて企業が地方に進出する、その時に高規格というのが高規格道路 

というのは売り込みしながら企業を来てもらったというひとつのこのうちの町に利点があったのかと

いうふうに、バブルによっての弊害はそう町として大きな被害を受けたということではなくて、逆に逆

手に取ったことがあるんでなかろうか、そんなふうに思っております。今定住人口ということでありま

すけども、私どもはそう願っております。現在、町外からうちの町に来ている方 、々仕事に来ている方

が通勤で 360人位、近く方々 がいらっしゃいます。これをどう町の中に定住してもらうか、それはやは

りこう通うことによっての交通事故とか、そういった問題もありますからまずそれにはひとつ住宅政策

は私いつか「遅れておりました」ということで、その住宅政策に一生懸命取り組まさせて頂きまして、

今日のこの行政報告にも申し上げましたとおり来年の９月までには町営の公営住宅も 119戸出来上が

ってしまう、既に入っている方々 もいらっしゃるわけでありますし、その後の計画も全体で 155戸、或

いはまた単身者住宅も今後は42戸を更に予定致しております。非常に人気の高いわけでありますし、一

応土地の方の準備もしたり、そんな事でこの町に町外から通ってきてくれる、そういった方々 がやはり

この町に住んでもらうということの対策を今とっているところでありますし、また私ども、この沼田町

は確かに人口は少ないけども非常に働く場所が多くて、先程山木議員さんのメロンの苗、育苗なんかも

一時期、一季節だけという時には人が集まらないわけ、これはもう町外から来てもらうよりしかたがな

いわけで、北空知一円、或いは場合によっては留萌、旭川方面からも来てもらわないとならんという場

面が出てくるだろうと、もうその辺は通勤区域として考えていく、そしてそれがやがて定住して頂くよ

うな環境整備というのを作っていかなきゃならんだろうと、そのように思っております。それから、こ

の今回の農業振興について、稲作の安定対策について支援をさせて頂くわけで商工振興にも別枠でも考

えたらどうかということでありますけども、やはりこの知恵は誰が出すか、これはやっぱり商工業であ

れば商工業、農村であれば農村の方々 が、或いは町内一緒の方々 で知恵を出さないと「町は何とかせ、

何とかせ」という時代ではないということだけは認識してもらわないと、私どもが国や道に「沼田町が



困るから何とかしてくれ」ということでは通らないわけ。ですから、お互いが自らがそこの生活する場

合、自分が何が必要で自分が何がそこの地域に尽くしていけるか、この事もまた考えていかんきゃいか

ん、そのように思っております。今回の場合の、私は商工会については少しでも商工振興の役に立てば

ということで他の町もやっているところもありますけども、わずかでもありますけどもこの34,000千円

の支援の中に商品券も含めていきたい、どうせ農村の方々 が必要なものを買わなきゃならんとすればそ

れも一部考慮してみたい、そのように思っております。 

  それから施設の有効利用と新設の考え方でありますが、私も山木議員さんのときにご質問にお答え致 

しましたようにこの事業を起こすとすればやっぱり 2,000,000千円であります。しかし、現状ご質問あ 

りましたように小学校、中学校、もちろんそうでありますし、幼稚園も空いたところができてくる、そ 

れを有効活用ということは今後の大きな課題だと思ってますが、それはすぐそしたらそれなりの目的に 

達して使えるようになるかどうか、非常にこの古いものを改修するというときの財源が残念ながら国も 

道も手当がないわけ、新設するところに初めて財源の手当があるわけですから、今の生涯学習センター 

も保健センターについても財源の目処がついていると、もちろん町もそれなりの 1,100,000千円なんぼ 

かという基金も持っている、当然国や道の資金的な目処もたっているためにこれが進めていけるので、 

これはじゃ古いとこ空いたからそこを使えばということにはなるんですけども、なかなか頭の固い国は 

そういうものを上手く活用する制度というのができていないというところに残念ながら町単費でやる

とすれば、かかってかなきゃならんとすれば新規に作るよりももっと高くなっちゃう、そして目的どお

りにものにならんというところになかなか私どものつらいところがあるわけでありますから、今後とも

この問題についてはひとつ一緒になって議員の皆さんとご相談して参りたいとこう思っておりますし、

消防の関係のご意見も出ましたけども、これは保健センターが東側に出来ます。その時になかのものを

大分庁舎全体を、改良区の部分も含めて間借りをさせて頂く、その時に消防の部分も拡張を一部考えて

おります。ですから、消防の方々 の期待にもある程度沿うのではないか、そのように思っております。 

  それから高齢化の進行まで確かご質問が飛んだと思うのですけども、12年から介護保険ということで 

私ども取り組んでいかんきゃならん、これは国民全体であります。そこで私が一昨年ですか、昨年でし 

たかスウェーデンとドイツに行ったときの報告文を議員の皆さんにまとめて出してありますので、日本 

の介護保険というのはドイツを基本にして介護保険を進めたわけです。ドイツに勉強に行って、厚生省 

が、日本が受け入れした、これから進めようという形はドイツの方式でありますからご参考にして頂け 

ればと思いますし、また沼田の場合幸い養護老人ホーム、特別養護老人ホーム、更にもう一つ考えてい 

ることは厚生病院もその保養型の施設を作ろうとこれからは、ということでありますから、沼田の場合 

そういうその施設サービスと在宅サービスに分かれるわけですけども、施設サービスが大体充実するの 



ではないか、ですから対応していけるし大体その認定するそういった方 も々沼田の中にいて頂ける、そ 

れだけの人材は揃っているし、若干足りないのはヘルパーが足りないか、この事はこれから人材養成を 

していけるというふうに思っております。この事は後程、確か橋場議員さんからか他の方からも出てい 

るから、この議会が終わったときか、或いは新年度でなくて年が開けてから担当課長に詳しくひとつ議 

会の皆さんに新年度のときに勉強会というのをひとつやって頂こうか、したら細かいとこまで知っても 

らわんきゃいかん、また地域の方々 に説明もしてもらわんきゃならんことがありますから、ここで、こ 

の本会議の席上で全て申し上げておりませんけども、沼田の場合はそういう対応には非常にすぐ取り組 

めるということの体制にあるということだけはここでお答え申し上げたておきたい、思っております。 

  それから次の交通網の整備でありますけども、便利になって効率的な市街道路ということであります 

けども、一部道道の振り替え、これを今の緑町を通っている町道が非常に冬、雪で両側から雪を持って 

くる、あそこは幌新に行くために非常に皆さんが狭くてご不便かけておりますけども、旭町のほうに真 

っ直ぐ抜けるあの道道をあそこに振り替えて公営住宅の移転補償も道にしてもらって、一部農協の倉庫 

もかかるかもしらん、これ等もずっと町で補償するということはとても出来る力がありませんので、道 

道に振り替えて道でこれを進めて、道に補償をしてもらいながら工事を進めるというふうに、そしてあ 

そこの通りは非常に快適に通って頂けるような、そういう事で進めております。これも一部着工致して 

おりますし、更にまたこの駅前開発、これもついこの間も改めて道に要請して参ったとこでありますけ 

ども、幌新に行くところもかなり幅を広く今道路工事をしておりますけども、駅前も更に再開発をして 

駅前通りをやがてバイパス道路になる南町まで全部抜けてしまう、これも道に要請しているとこで、ほ 

ぼ実施して頂けるだろうと、大きく金のかかるところは道や国のほうにして頂き、更にまたこの申し上 

げましたように融雪槽の設置とか、やはり快適な町にするように人口が減ってもそういったことに致し 

たいとおもっておりますし、これもどなたかご質問ありましたように町の中の空き地対策についてもこ 

れも国や、国の制度に何とか今できそうでありますから、その第１号に乗るように今動いております。 

そんな事でこの町は小さくなったけども何とかすっきりした町づくりというものをもっていきたい、そ 

う思っております。 

 それから農協の合併については、これは何といっても農協さんが今議論している最中でありますし、 

私どもは見守っていると、行政としては。今、合併の中に行政が会議があるたびに私ども呼ばれるのは、 

うちの町ではないんです。他の町で、町の農協さんがある程度のレベルに不良債権というのが合併の時 

には問題であるわけであります。拓銀と道銀が合併出来なかったことも不良債権がもとであったわけで 

ありますから、これを今精査してそれの不良債権であるとか、どこかがこれをならさんきゃいかん、そ 

こに行政が今引き込まれようと致しているわけでありますけど、私の町は心配ない、そのように思って 



おりますけども、その辺が今の問題だろうとそう思っておりますし、それから行財政改革と受け皿とい 

う事でありますけども、この私どもはここに地方分権という言葉が出てきておりませんけども、この行 

財政改革、そして私どもが一番先に申し上げたのは地方分権を言っているわけであります。地方に、自 

治体に権限を持たせてくれ、全て国にいって、道にいって国にいって補助をつけてもらわなんきゃなら 

んようなことでなくて、町自体が自らの考えで自らが何を一番先にやったらいいかを決めれる権限を持 

たしている、それは財源が必要だという事でずっと言ってきたところが国や、じゃあ受け皿、今のまま 

で出来るか、そこで町村合併制というのが摩り替わっちゃっている、そこに我々 は国の出先は自治省で 

ありますけども、自治省と相当今議論をしている最中でありまして、町村合併すれば全てこれは地方が 

大きくなるというものでなくて、一部のとこに機能が集積されたとしたら国が言う、その今自治体 300 

だったら空知管内が２つの自治体になっちゃうという計算でありますから、そう致しましたら幌加内の 

端にあるところと、どういう不便を感じるか、ですから私はこの国が進めている行財政改革と併せて地 

方市町村の合併と、いつの間にかその権限ということが消えてしまっている、そこに大きな今は抵抗を 

し、国との議論を進めているとこであります。そんな事で、もちろんそう言いながらも私どもの行政と 

してはスリム化を図って無駄を省いていかなきゃならん、そのように思っているところであります。そ 

れともう一つ、我々 はこれから広域的に町村合併はすぐしなくても広域圏のなかで、ですからこれも行 

政報告に申し上げましたようにめったに、54年からうちの伝染病隔離病舎というは使ってないわけ。こ 

の北空知１市５町の中で、最近はそうなっているわけでありますけども、もう該当がない。しかし、そ 

れでも自治体の責任で持たなきゃいかん、そこでこれを旭川市に委託をすることにしたわけであります 

から、そういうふうに広域というのは一部留萌も北空知だけでなくて、留萌、旭川、或いは空知管内と 

広い意味でこれから広域行政というのは進めていかなきゃならんだろうと、ものによりけりだろうとそ 

のように思っておりまして、これも一つスリム化する方向としてそういう方向で取り組んでいこうと、 

このように思っておりますのでご理解を賜りたいと思います。 

〇議長（吉尾政春議長） 12番。 

〇１２番（杉本議員） －再－  今の答弁で少し前の見えたとこもありますし、全然見えないとこもあ 

ると、こんな事で再度質問をしたいと思います。まず定住人口の確保、これについてはやはり先刻建設 

委員会の意見書がありましたからこれを十分に検討されまして、この総合振興計画の中に折り込んで頂 

きたいと、この事をひとつ考えて頂きたいと思います。 

  さらにもう一つは、今の沼田商工会を始め農協、これ等を含めてこれは合併も関連致しますし、更に 

交通網もこれ等の整備もそれぞれが関連するわけでありますが、どうも私どもは特に東部の方に住んで 

おりますから先般も色々 と質問をしたわけでありますけども、農協が合併致しますと一枚のカードでど 



この農協に行っても処理ができる、或いは買物が出来ると、そういう事を考えますとどうも沼田の交通 

網の整備が十分でないと、前回も言いましたけども坂の下まで５分かかれば農協まで行くのに５分かか 

ると、こういうどうもその動脈、 275の動脈がどうも発揮されていないと、スムーズに我々 の車が動き 

が出来ないと、こういうことが大きなその原因になっていると思うのです。従って、この町の中にある 

この道路、これは基本方針でもしっかりうたっております。先程言いましたように市街地区の総合的な 

道路の見直し、整備促進と、こういうふうにうたっているわけですから、この事を手抜き致しますと将 

来農協も合併するかしないかこれは別としまして、恐らく地域の支所の努力を生かすような方式でいこ 

うとこういう事になりますとどうしても他の支所に行きますと沼田の支所の売上になり、取引が少なく 

なると、その事によって沼田の農協が縮小される、これも同じですし更に町の商店街も縮小されていく 

と、こういう基本的なその動脈を整備しないということはどういうふうに考えているか、本当にやる気 

があるのかないのかということで質問したいわけですが、どうしても出来ないなら次の振興計画の冒頭 

にでも進めていくとか、そういった明確な答えが頂きたいわけで、この辺が整備されないと恐らく私ど 

もは義理でも沼田の農協に行きますけども、若い人達は２分で行ける多度志農協にガソリンも入れに行 

きますし、生産資材も買いに行きます。これは言わんでも分かると思います。そんな事でこの道路網と 

いうのはしっかりこの農協に行きやすいように、或いは市街に行きやすいようにと、こんな事でしなけ 

ればならないとそういうふうに今のうちから考えておりますので、この辺を基本的に伺いしたいと思い 

ます。 

〇議長（吉尾政春議長） 町長。 

〇町長（篠田久雄町長） 特に東部からは旭穂線が一つ一本新たに、これは東部の方々 の要請で工事を 

進めておりますから、これは秋の作業、ですから全て国道だけ利用しなくてもいい仕組みになるだろう 

し、道路というのは全てが一度に出来るわけでありませんので、計画的に進めております。それから、 

この便利を良くすると他へ出ていくと何ていうこともありますけど、例えば今この広域農道、深川から 

秩父別から高穂に抜ける広域農道もこれが整備されますと、逆に沼田農協に来なくて真っ直ぐ深川に出 

ると早いということになるわけです。ですから道路を整備していいのか悪いのか何ていう場所もありま 

すが、しかしそれは逆に沼田に来てもらうと、何も行くばっかりでなくて来てもらう施設作り、来ても 

らう地域、そういう魅力ある町にするとすれば私はそういう道路も作っていかなきゃならんだろうと、 

ただこの、といっても共成から今その沼田の農協までくるのに大変な渋滞があるなんていうことではあ 

りませんので、それは踏切がひとつあったり信号があったりはしますけども、これはこれ位はひとつ我 

慢して頂くと、そして道路というのは一辺にできんけど計画的に進めておりますことをご理解頂きたい 

と思います。 



〇議長（吉尾政春議長） 12番。 

〇１２番（杉本議員） －再々 －  どうも計画的ということになりますと10年かかるかもしれません。 

従って重点的に何年間位でやると、精力的にやると、そういう答えが欲しいわけです。先程からもしつ 

こく言っておりますが、この事についてはそんなに時間もかからないだろうと言いますけれども、実際 

には先程も言いましたように10分以上かかると、こう言うことがやっぱり私どもが一番この帰るときも 

下手しますと、こんな事言ったら怒られますが教習場の車があるともちろん抜けませんから、それを追 

っ掛けていくような状態でありますから、どうしてもその沼田の町は私が考えればちょっと非効率な町 

かなと、こんなふうに考えます。従ってよその町行く行かんは別として、沼田の町は行きやすいぞと、 

そういうような雰囲気のその道路整備、これを重点的にこの３年間のなかで折り込んで計画を立てて頂 

きたいと、こんなふうに思います。 

〇議長（吉尾政春議長） 次、12番杉本議員の農業問題について一括質問してください。 

〇１２番（杉本議員） 12番、農業問題について。ひとつ冒頭に議長さんにお願いをしたいわけであり 

ますが、この問題については係数を示して皆さん方とともに、この私の質問が理解されやすいような形 

になりますので、議長さんの許しを頂ければ係数の紙を一枚提出したいと思いますが、どのように図っ 

てくれますか、よろしくお願い致します。 

〇議長（吉尾政春議長） ちょっと休憩致します。 

〇議長（吉尾政春議長） 再開を致します。 

                                       １４時０１分 

〇１２番（杉本議員） 資料がないので質問がどうも理解しにくいかと思いますが、多少係数も入りま 

すので耳を傾けてちょっと聞いて頂きたいと思います。 

 まず現行の米価で平成10年度以降の営農計画の指導をどう対策をしようと考えているか、こういう問 

題であります。この１の農業振興計画、アグリビジョンといっておりますが平成８年度の予算の中でそ 

れぞれ新しいものが出来上がっております。しかしながら、この計画を立てたときにはアグリビジョン 

に書いてございますが、米１俵15,000円で 9.2俵とれると、こういうような計画であります。しかしな 

がら今年の現状12,000円、更に来年度以降も色々 とここに書いてありますが仮払とプラス 1,533円、こ 

の中で我々 の拠出がありますから 1,150円、これをたして連合でそれぞれ試算をした数字があります。 

その数字は来年は13,500円にしかならないと、こういうことであります。従って今年とそう変わらない 

米価のなかで来年営農計画を立てなければいけないと、こういう事であります。従って、これ等の中身 

を分析致しますと一番ネックになっているのはやはり土地を買った人、或いは負債がある人、或いは改 

良区のほうで払っているのでありますが土地改良区の改良特別賦課金、これ等がそれぞれ経営を圧迫し 



ていると、これ等の総体額は 7,000,000千円ということで農協の資料に出ております。これ等を払って 

いきますと農家の所得というのはどういう事になっているかということでありますが、アグリビジョン 

では 5,000千円なにがしの数字が出ております。しかしながら、私転作25％で計算致しますと2,400 千 

円しかならないと、こういう事であります。これ等に社会保険、或いは後継者がおりましたらそれぞれ 

農業者年金等もあるわけですけども、これ等を引いていきますと主人と妻、夫婦２人で農業をやってい 

る場合については 1,000千円しか残らないと、更に後継者がおりますとその社会保険を払いますと600 

千円にしかならないと、こういう来年の営農計画を立てなきゃいけない、こういう現状にあります。そ 

こで町として出来る技というのは非常に少ないかと思います、選択技は少ないと思いますが、私はこの 

中でどうしても我々 が生活する上でカットしていかなければいけないもの、この事についてはニューカ 

ントリーの中で長尾政克さんという方が、これは道立中央農試の経営部長であります。この方がこうい 

うふうに書いております、「長期的にはまず直接所得補償を早急に立てていかなきゃいけないけども、 

問題は負債の問題である」と、「その中で農地取得のために導入した資金の元金支払いの停止」、こう 

いう事でひとつうたっております。更に基盤整備の受益農家が支払っている特別賦課金の支払いを免除 

すると、更に規模拡大指向の農家に貸し出しているこれ等の土地、これを取得を義務づけないと、これ 

をしなければ最悪の状態になると、そのことは沼田でも恐らくこのまま営農計画書を書かせていればこ 

の３年間のあいだにまず30％の人は離農をしなければいけないだろうと、70％の人は営農計画書けない 

だろうと、そういうふうに私はみております。従って何をしなければいけないかといいますと、今回も 

町長さんを始め自治体の皆さん、我々 も、或いは農協もということで努力した結果が今回40,600,000千 

円の平成９年度の緊急対策がつけられました。やっぱり地方が大変だということは中央もわかっている 

わけですが、とにかく今回の対策、或いはこの入札制度、新食糧法というのは網が大きすぎると、とに 

かくどんどん押していく、そんな網にこの我々 はふるいにかけられているんです。この網を小さくする 

ためには今言いましたこれ等を棚上げしてもらうと、こういう運動を基本的に自治体の皆さんも我々 も 

もちろんしておりますが、農協も自治体の皆さんも協力してこの北海道が大変だよと、こういう事で動 

かなければいけないと、これを伸ばしておくとか何とかという問題でないと思うのです。そうしなけれ 

ばさっき言ったように黙っていてもふるいに落ちる方がどんどん出てくると、この３年後の数字がもう 

私も考えるだけでおっかなくなります。そういった意味で１点、この対策について町長さんどういうふ 

うにお考えになられて行動して頂けるかと、それを１点お聞きしたいと思います。 

 さらにもう一つは私達もやっぱり自助努力をしなければいけないと思います。その事については先般、 

今ほど山木議員が質問をされておりました。やっぱり一つ、一つ全ても課目についてどうコストを下げ 

れるかと、この事をプロジェクトチームをつくってやらなければいけないと思うのです。この事につい 



ては１年前からこういう質問を何回かしているわけですけども、残念ながらそういったチームの編成、 

或いは真剣に討議した経過はないと思うんです。もう猶予はならないと、とにかくこの冬の間にきちっ 

とこのコストをどう下げるかと、その事を真剣にやらなければ営農計画書ももちろん書けませんし、どう 

にもならないとこういう事になってくると思います。そういった意味で現在生産費大体80千円、90千円 

かかっておりますから、仮に１割下げれればやっぱり反７、８千円のコストを下げれるわけです。そう 

いうような組織ぐるみの聖域なしコスト低減のチームを作ると、ここだけは守ろうということではもう 

この先そんなの対策にならないと思います。そんな事で十分にこの特別チームを作ってやると、そうい 

った考え方をお伺いしたいというふうに思います。 

 次に３番目には家族協定等を生かした営農指導の強化の見直しと、特に家族揃ってこの営農計画、こ 

ういったものを立てないとどこかで手抜きをする、或いは一人がよその方向を向いていくと、こういう 

事ではこれ等の今年からの、来年からの経営は成り立たないと思います。そういった意味でやっぱり家 

族一致団結するという意味では家族協定というのは大事でないかと思います。そこで家族協定をすると 

いうことはやはり第３者も入り、農業委員さんとか色々 あります。そういった中でしっかりその経営が 

出来るように、もちろん農協も入りますがそういった協定の場でやはり家族皆がこの危機的な状況を理 

解しながら営農計画を立てると、そういった指導の強化を見直してほしいと思います。 

 ２番目には採算の取れる農地流動化の再対策と、こんな事であります。さっき基本的にお金を払えな 

いというのは負債の方でございまして、やはり土地をどうしても広げなければいけない方もいると思い 

ます。そういった中では今公社では、今沼田で進めている他に公社の農地信託制度、こういったものを 

扱っております。この考え方は農地価格の70％を無利子で貸し付けると、利子がつかないと、30％は自 

己負担とこういう事であります。先程言いましたように、30％の自己負担といいますけどもこれは到底 

出せる金でないと、そういう事であれば緊急的にこの30％は道あたりで対応できないのかと、70％は国 

が対応致しますから30％は道で対応するような仕組みに運動してもらえないかと、こういう考え方です。 

それから道の関係については、公社の農地買取り、貸付等の新制度の対策と、これも法人の場合におい 

ては農業生産法人出資育成事業ということで法人、公社が土地を買って法人にのみ農地を現物貸付をす 

ると、こういう制度です。これを個人までにならないかと、特に北海道は規模も大きいわけですし、法 

人だけであればということになると沼田では３つ位しかありません。従ってやっぱり個人までこれ等が 

対応出来るように、町長さんもこう動いて頂きたいと、こういう考え方でご質問をしたいと思います。 

〇議長（吉尾政春議長） 町長。 

〇町長（篠田久雄町長） はい。私に勉強のためにご質問して頂いて、感謝申し上げたいと思います。 

勉強だからこれぐらいで答弁いいんでしようか。 



 私はこの今ご質問された内容、組合長とずっと相談しておりますがやはりこれから１対１、農協の中 

で皆さんもご存じのとおりでありますけども、今おっしゃったように大変来年の営農計画については、 

農家がどうしたらいいかと悩んでいるわけでありますから、一人ずつ一つ営農計画を立てるための相談 

をしようということで、この農協が取り組むことになっておりますのでその点についてでここは町の仕 

事ということになって、この農協との相談の中でなってくればこれはまた相談に乗らさせていこうと、 

こう思っておりまして、今日この本会議で「ここはこうします、ああします」ということでなくて、私 

は杉本さんに十分勉強させて頂いたと、こう思っております。 

 それから色々 と所得補償の関係言われておりましたけど、私どももこういうふうに思っております。 

これから今提言していますけども、国民の主食である米が足りなくなったときは平成米騒動のように上 

がる、今年のようにやはり輸入米が入ったらぐっと下がる、政府米がまた一部放出だから、こういうも 

のときちっと国が調整する必要があると、そのためにこうしたらいい提言を申し上げて、ひょっとすれ 

ば調査費が付く期待を致しております。そんな事で、これは後程他の町との競争もありますから、今日 

はこれ以上の事は言えませんけども、そういう取り組みは私は致していることだけお知らせ致したいと 

思っております。どうもご指導ありがとうございました。 

〇議長（吉尾政春議長） 12番。 

〇１２番（杉本議員） －再－  ちょっと数字がなくてなかなかその理解をしにくい面もありますけれ 

ども努力して頂けると、こんな事ですので出来れば手抜きのないように、かなり無理な話もしておりま 

すが、やっぱり沼田も残る、専業地帯が残るとなればこの事を対策にしなければ自然に淘汰されるとい 

うことであります。 

  それと先程一つ対策の中でちょっと言い忘れておりますが、ちょっと長期的な関係もありますが今米 

バラ施設で非常に町関係者の努力によりまして素晴らしいメリット還元もさせて頂いております。その 

中でこの２年間 100％に近い農民の方が使って頂いていると、こういう事でそれぞれの、他に行きまし 

ても評価が出てきていると、その中で既にご承知のように４年前に沼田地区はＢランクからＡランクに 

格上げになっております。３年毎の見直しということであったんでありますが、これは昨年でした。昨 

年については見直しをしないでと、こんなことで進んでいるようであります。そこで将来農協合併もあ 

り得ると、そういう中で沼田がずっとＡランクではこれはまずいと思うのです。それで今なっていない 

のは沼田、幌加内、雨竜でありますが、幌加内はもち団地指向でありますから別と致しまして、やはり 

我々 雨竜も同じでありますが今回特に努力をしていると、そういった中ではこの見直しの機会にしっか 

りと特Ａランクの地区に入れておくと、その事によって良質米地帯としての認識がされると、更に生産 

者もその自覚を持って良い米を生産すると、その事によって沼田の米は更に評価が上がると、こういう 



事になろうかと思います。そういった意味で先般も組合長とこの事に話をしてきましたら「努力する」 

と、こういう事であります。私どもも毎年米穀業者、或いはホクレン等に毎年要請に行っておりますが、 

したいと思いますし、町長さんもそういう機会があったらこの事についても米バラだけ作って頂きまし 

たけどもやっぱりあとのアフターがこうして頂ければ尚更こう沼田地区の米の評価が上がると、そうい 

うふうに考えておりますので、動いて頂けるという答弁を頂きたいと思いますし、更にもう一つ先程や 

っぱりちょっと勉強とはいいながらも頭のいい町長さんですから、それ等については一回で飲み込むと 

思いますので、ぜひこの厳しいこの対策、もうちょっと積極的なということで答弁を頂きたいと思いま 

す。 

〇議長（吉尾政春議長） 町長。 

〇町長（篠田久雄町長） おっしゃるとおりでありますから、努力致します。 

 それから今の特Ａの関係につきましてＡランクに上がるときも組合長、絶えず連携とって道には、行 

政には私が行く、或いはまた吉住さんも米穀関係のところに行くということでそれぞれ手分けしながら、 

これからもまた農協、組合長と連携とりながら努力をして参りますので、またご支援をお願い致したい 

と思います。 

〇議長（吉尾政春議長） 次、15番山田議員、交通安全問題について。 

                          （１４時１８分 大沼議員、杉本議員退室） 

〇１５番（山田議員） 15番山田です。今まで何かお話が農業問題ばっかりにこう傾注しているところ 

でありますけども、交通問題について一、二点質問させて頂きたいと思います。 

  沼田町におきましては明るいニュースとして空知では一位、全道では四位という死亡事故がない町村 

ということで 1,712日をむかえているところでございますけれども、これ行政それから町民諸候が一丸 

となって交通安全に対してやっている成果かと、こういうふうに思われております。 

  質問の１点目は町内におけるバス停の設置とそれにおける改善、これは冬の除雪のことなんですけれ 

ども、町内には町営バス、それからＪＲバス、北空知バスと３路線のバス運行がされているところでご 

ざいます。町営バスの場合は北竜、五カ山から向こうは随時乗り降りが出来るということでございます 

けれども、他の２路線バスにつきましては停留所があって停留所でお客様が乗り降りするというような 

システムになっております。そういう事でバスを利用する人は子供、18歳未満といいますか、それから 

高齢者、自動車を運転されない方が大半でございまして、あとの方 は々大半自動車を運転される方でご 

ざいますのであまりバスの利用ということはないのかと、こういうふうに思っております。そういう事 

で一般には弱者という表現が当てはまるのかないのか、そういう人達がバスを利用することにつきまし 

て沼田町におきましてもバス停という待合所が何箇所かございますけれども、他のところには設置はさ 



れているんですけれども待合所として乗るお客様がそこに入って待っているような状態の停留所では

ないように見受けられます。そういう事で、やはりそういう方々 が夏の場合はどの辺で待っててもそう

苦にはならないのかとこういうふうに思っていますけれども、冬期間のバスを利用されるお客様はやは

り吹雪の中とか寒いなかとかということで外で立ってて待っていると、それから道路の縁で待っている

と大型車輛が通過するたびに泥跳ね、汚水が跳ねられるということでやはり待合所に入って待っている

ことが一番ベターなのかと、こういうふうに思われます。そういう事で、今まではそういう待合所の関

係につきましては各路線のバス会社さんが自分らで手配をして、それ等のようなことで処置をしてたと

こう思うのですけれども、これからは各バス会社さんは経営難ということで除雪までには手が回らない

と、私の知っている範囲内では北空知バスさんが中央バスの時代はやはり除雪に入っていたように見受

けられるのですけれども、近年全然そういう会社が除雪するということはございません。そういう事で、

そういう除雪の関係につきまして町のほうがどのような配慮をされるのかお伺いしたいと、こう思って

おります。 

  それから２点目の交通安全の指導員の詰め所、これにつきましてもやはり私達交通指導員さんは歩行 

者、歩行者を優先して指導するという立場に立っておりますのでやはり沼田町におきましても歩行者の 

一番多い場所で指導するということが建前なのかと、こういうふうに思われます。そういう事で指導員 

さんの交通安全高揚のためにも是非、この昨年の暮れに指導員の詰め所がちょっと都合が悪いというこ 

とで撤去されましたんですけれども、それをどこかの場所に移動してというんですか、代替を設置する 

意志が町長さんの方におわりでしょうかということをお伺いしたいと思います。 

  以上でございます。 

〇議長（吉尾政春議長） 町長。 

〇町長（篠田久雄町長） バス停の関係、特に除雪ということですが停留所が幾つかありますし、撤去 

したのもあります。これは地域の合意の上で撤去したり、また設置したりということでこれからもそう 

いう面があるかと思いますけども、これは如何でしょうかこれ本来は地域の、この地域というのは特に 

全てが行政、行政というけど、もっとボランティアを育てる方法、地域の中でそういう事が、これ消防 

もボランティアであれば、或いは交通安全の指導員に携わっている方々 もボランティアでありますが、 

私は全てが無料とは言わないけどもそういう人方が育っていく地域にしなきゃならない、そういうふう 

に考えて、全てこれが行政が進めていっていいのかどうなのかは、その辺から検討しなけきゃならんだ 

ろうと、十分考えてみたいとこう思っておりますし、それからロの問題につきまして、これは確か議員 

さんは３回か４回の毎回のご質問でありまして、山田議員さんから見たらさっぱり前進がないからまた 

ご質問あったかと思いますけども、これはあそこの場所で、いわれた場所で必ずなくても幾つか検討し 



ていることは、例えば商工会館が今観光プラザになるとすればその空く商工、現在ある場所はどうなの 

だろうか、或いは新しく出来る観光プラザの中の一部分はどうなのか、全て総合的に何でも新しく作る 

んじゃなくて、ある施設の有効活用は出来ないのか、だからその詰め所にそう遠いわけではありません 

から今議員さんがおっしゃるのは一番通りの多いところに詰め所を作ればいいのでしょうけども、決し 

て沼田って広いところでありませんからそこに集まって拠り所とするのであれば、そう離れたところで 

ない場所にいくらでの施設が出てきそうでありますから、その辺を十分検討して参りたいとこう思って 

おります。 

                              （１４時２４分 大沼議員 入室） 

〇議長（吉尾政春議長） 15番。 

〇１５番（山田議員） －再－  確かにおっしゃられるとおりに除雪の関係では地域の人達がボランテ 

ィアでやられることが一番いいのかとこう思うのですけれども、何せボランティアに頼って待ってます 

といつになったらするのかということもございますし、やはり行政がきめ細かなやはりサービスをする 

と、そこにやはり心の通うサービスということもやっぱり大切なんでないのかという気がします。沼田 

に住んで良かったなとか、これからもずっとこういうサービスを受けられるのだから沼田にこれからも 

住んでいたいというような、やはりそういうような気持ちもやっぱり住民に植えつけることも大事なの 

かとこういうふうに思っております。 

  それから今の詰め所の問題なんですけれども、多少どっか離れたところでもいいんですけれども、や 

はりそこには交通安全の週間になりますと看板を立てて、やはり自動車等にもやはり交通安全というこ 

とをＰＲするためにも、やはりそういうような設置が必要じゃないかとこういうふうに思います。１年 

間それがなくなって、その運動に対してもやっぱり支障をきたすのでないのかとこういうふうに思いま 

したので質問させて頂いたわけでございますので、以上でございます。 

                              （１４時２６分 杉本議員 入室） 

                              （１４時２７分 大沼議員 退室） 

〇議長（吉尾政春議長） 次、13番室田議員、農業問題についてを質問してください。 

                              （１４時３０分 久保議員 退室） 

〇１３番（室田議員） 13番、室田でございます。農業問題につきまして３点ほどご質問させて頂きま 

す。まず第１点目は米バラ施設の今後の運用関係で、実は米バラ施設昨年、そして今年と２年間全量１ 

等米に仕上げということで、それぞれ運用されております。そういった中で平成９年、今年につきまし 

てはそれぞれその施設の持つ特性を十分に生かしまして全量１等米はもとより、その調製メリットをそ 

れぞれ還元されているところでございます。沼田の１等米は雨竜町も１等米ということでございますけ 



ど、中身のなかでは恐らく北海道で一番の調製の整った一等米と考えております。これ等につきまして 

もそれぞれ町理事者の理解の中で出来たものと考えております。そういった中でイと致しまして、非常 

にこう先程来杉本議員の方からありましたように厳しい現状の中を考えると欠陥新食糧法、また価格の 

下落、また低コスト化対策、また平成11年に向けての農協合併を考えるときに我 農々民が負担している 

部分について農協の遊休資産等々 の対等効果は出来ないのか、または振興資金としての、農業振興資金 

としての積み立てはできないのか、この点について伺い致したいと思います。 

  続きまして、中山間地域総合整備事業による籾殻施設の建設でございます。中山間事業が平成９年か 

ら13年までの間に、５年間のあいだに 3,300,000千円のそれぞれ資金料で実施されることがほぼ決まっ 

ております。その中に実は米バラ施設関連で籾殻処理施設があるわけでございますけど、聞きますと総 

事業費で約 450,000千円、また補助率77.5、自己負担が22.5ということで恐らくこの額にしますと、恐 

らく 100,000千円ほどの地元負担があろうかと思います。こういった中で現在農協のなかでも米バラ運 

営委員会を中心に検討をしているのが現状でございまして、また昨今行われました農談会の中でもそれ 

ぞれ組合員に内容等について紹介しているところでありますし、またアンケート調査をとっているとこ 

ろでございます。私も米バラ施設と、そしてこの籾殻堆肥施設はまさにこうセットで初めてその有効性 

が発揮されるものと思っております。何とかこの籾殻施設の実施に向けて町の努力もお願い致したいと 

考えております。それで籾殻堆肥施設の着工の時期と稼動の時期につきまして、もしわかればお聞かせ 

願いたいのと、当然補助等の残の新たな農協、農民負担があるわけでございますけど、これについては 

どう考えておられるのかお聞かせ願いたいと思います。 

  続きまして、雪中米の加工販売の関係でございますけど、それぞれ雪中米につきましては平成８年産 

24,000俵がそれぞれ今年の６月中旬から８月上旬にかけまして道内卸８社に17,000俵、道外卸に90,000 

俵ほど出荷されておりまして、特に千葉県の千葉食糧におきましては単品販売ということで非常にこう 

消費者の好評を得ているところでございます。単品販売とともに何とかこの雪中米を加工販売できない 

のかということでご質問するわけでございますけど、今日的に加工米の関係はまさに30,000,000千円市 

場と言われておりまして、無菌米、無洗米ということでかなり販売されております。沼田の雪中米、き 

らら 397がこれ等の加工にまさに耐えうる値段でありますし、地域的にそれぞれ十分その量を確保でき 

る場でございます。こういった中で、それぞれ企業誘致のなかで米加工施設の企業の誘致を出来ないの 

か１点お伺い致します。それとあと農産加工場が中心となって米の加工、特産品開発はできないのかこ 

の点につきましてご質問致します。 

 以上です。 

〇議長（吉尾政春議長） 町長。 



                              （１４時３０分 久保議員 退室） 

                              （１４時３２分 大沼議員 入室） 

〇町長（篠田久雄町長） 米バラ施設につきまして、農協が持っている資産と振替できないかというこ 

とでありますけど、これ全く別々 の契約でありますからそれをごっちゃにすることでなくて、米バラは 

米バラの契約、牧場は牧場として一つ将来とも一緒にはならない、こういうふうに認識しております。 

それから、米バラのために基金が積立てですか、振興基金として誰がですか、町がですか、こういう、 

例えば商工会で会館建ててくれ、建ててくれ、建てたあとは維持は町でやれとか、これは米バラ作って 

くれ、作ったあとの基金は町が積める、これは自ら使うものが取り組んでいかなきゃならん、そうお考 

え頂きたい、ですから町がこのために基金を積むということはこれはできないだろうと、新たな政策、 

新たな取り組みについてはまた別途考えなきゃいかん、こういうふうに思っております。 

 それから中山間事業の籾殻の処理の関係でありますけども、実は本当は私どもは構造改善事業に乗せ 

たい、それで町の事業をやって皆さんの負担を掛からなくしたいけども、今ご案内のようにうちの町は 

上手くさっと補正予算で、平成７年度予算で通っていって米バラ施設が出来ましたけど、今各町も目白 

押し米バラ施設が、それがちょうど扱うとこが構造改善局ですから、そこの制度に乗れなくて道が事業 

主体の中山間事業というなかで取り進めているわけでありまして、ですから議員さんがおっしゃたよう 

な負担金は伴いますが、これは10年ですから来年ひとつの枠を、籾殻を入れる枠を作って11年にその破 

砕する機械を入れると、２年越しで進めたいということを農協さんと話しております。最初からでもい 

つでも取込みできたんだけども、今暗渠をしておりますから12年まではかかるわけです、パワーアップ 

事業で、それまで籾殻をずっと使っていきます。これが出来ても早く肥料を作らなきゃならんから、暗 

渠は暗渠で業者が他から買ってきてもこれは作ろうと、こういう事で先日こう話し合いしたところであ 

りますから、そんな事でこれも 100,000,000千円ぐらいかかるような予定になっておりますけども、こ 

れから農協さんと十分詰めて町でどこまで支援できるか、出来ることはしていきたい、このように思っ 

ております。 

  それから雪中米の加工販売、これはなるかならんかちょっと雪中米、雪中米といっても特別な米であ 

りません。やはり皆さんが丹精込めて作った米でありますけど、ただせっかくの米でありますからこれ 

が雪中米の無菌米飯の製造技術、それから整備、市況販路、こういったものの可能性を調査の委託をさ 

せておりますから、どういう答えになってくるかによって取り組み致したい、とにかく今専門家に調査 

を委託させております。その事だけ申し上げさせて頂きます。これから、今回の補正予算に出ておりま 

すから。 

  それから加工場の質問出たのかな。米の加工、これは農産加工場としては無理です。こう言うとあま 



り答えがはっきり、あっさりしてますけども、これは大手、超大手が取り組んでいろんな研究しながら、 

そしてやって、いろんなものを作っておりますけども、ここと対抗するだけの技術力も機械力もありま 

せんし、それを整備してもとても再三にあうものでなくて、やはり開発した超大手とやはり一緒にこう 

提携してやるんであれば別でありますけど、町の加工場ではとても出来るものでない、これだけは申し 

上げながら今後ともちょっと町の加工場でなくて、別の超大手の加工しているところとのこの委託加工 

というのであればまた別でありますから、そういったとこと接点があればまた検討して参りたいとこう 

思っております。 

                              （１４時３８分 久保議員 入室） 

〇議長（吉尾政春議長） 13番。 

〇１３番（室田議員） －再－  今、雪中米の加工の関係なんですけど、恐らく町の農産加工場では無 

理な話だとは十分わかっておりますけど、我々 も昨年委員会でそれぞれ新潟の方に研修に行かせて頂き 

まして、新潟の佐藤食品、加ト吉、また川西農協等いろいろ見学させて頂いたなかで、当時行ったとき 

はまだ米価18千円の時代であったわけでございますけど、今日的に15千円を切るような情勢の中では現 

地と致しましても15千円程度であれば十分再三もあうし、量さえ整えばある程度品質の移行もあるとい 

うようなお話も実は聞いてきているわけでございますけど、そういった中で是非とも企業誘致の中にそ 

ういうような企業も中に入れて頂きたいとお願いする、お願いでなくてどう考えているか、よろしくお 

願いします。 

〇議長（吉尾政春議長） 町長。 

〇町長（篠田久雄町長） 前に山木議員さんからのご意見もございましたし、今せっかくの室田さんの 

ご意見でありますから私どもその加ト吉、或いは米の販売でなくて加工する業界もその企業誘致の中に、 

視野の中に入れて行動は致したいと思っております。そんな事でご理解を賜りたいと思います。 

〇議長（吉尾政春議長） 同じく13番議員の定住化問題について。 

〇１３番（室田議員） 続きまして定住化問題につきまして２点ほどご質問致します。第１点目は今日 

的に流行っておりますＩターン、Ｕターン、そしてこれに続いてＫターンというのもあるらしくて、こ 

れ等に対する就職、または住宅の関係の相談窓口を役場内に設置できないかということで質問したいと 

思います。本町の人口も昭和30年には20,000人おりましたが、平成９年をみますとまさに 4,500人をそ 

こそこという現状でございまして、今後正しく人口増の期待はできないのが現状かと思います。そうい 

った中で人口の減少対策がまさに必要かと思います。そういった中で銀行、証券、建設の関係の倒産に 

始まるリストラ、また不況の中で非常にこういうような人達が増えてきております。新卒者に場合はそ 

れぞれある程度学校で就職斡旋をするわけでございますけど、こういう人達にとりましては頼りになる 



のが就職雑誌だとか、或いはその職安等が中心になろうかと思いますけど、こういった中でひとつ役場 

内にこういう人達を対象にした職業、住宅の斡旋窓口が設置できないのかお聞きしたいのと、特にその 

企業によっては技能を必要とするところがあるとすれば、この辺でいえば滝川の職業訓練所に通うため 

の通学支援制度はとれないのか、この辺お聞き致します。 

  それともう１点、先程もそれぞれ杉本議員の中である程度町長答弁しておりましたけど、町外からの 

通勤、通学者の関係でございますけど、約 360名程おりましてこれ等の方も、中にはパートの主婦、ま 

た近隣町村からの農家の出稼ぎの方がおられようと思いますけど、この人等全部定住化ということにな 

りませんけど、差引でもかなりの方が町外から通っております。これ等の方々 の定住化に向けての支援 

策もひとつ必要かと思います。先程建設委員会の方からの報告にもありましたように、ある程度しっか 

りした形を作って定住化対策をとって頂きたいと思います。 

  以上、質問致します。 

〇議長（吉尾政春議長） 町長。 

〇町長（篠田久雄町長） Ｕターンの、実は私ども利用させて頂いているのは、東京に北海道東京事務 

所、特に企業誘致している有楽町にあるんですけど、そこに私ども沼田もそこで紹介して頂くように、 

そういうお願いしておりますから、ここのやはり沼田の中に窓口があってもなかなかそんなにどんどん 

来てくれるということありませんので、一応そういった方々 は振興室も一応は対応致しておりますから、 

それと何といったって働き場がまず先になきゃならん、そしてこの来たい人がいてもそこに仕事がなけ 

れば、これ定年退職でただ年金で生活するというのであれば別でありますけども、そういう働き口が大 

事だと、そう思っております。 

 ロの問題につきまして、町外から来てこの平成８年と９年、この２年で沼田に住むようになったのが 

38世帯は住むようになってくれたんです。ですから、やっぱり働く場所がある、或いはここに子供がい 

るということであればそうやって来てくれるわけでありますから、私どもどういうふうなことしたかと 

いうと、各企業回りまして企業の中で町外から来ている方々 をリストアップして、そこからその方々 に 

「通うより沼田に住んでくれませんか」というような、そういう働きがけをしたこともありますし、ま 

た今後もそういう努力をしていかんきゃならんだろうと、そう思っております。そして沼田に定住を増 

やしていきたい、こんな考え方であります。 

〇議長（吉尾政春議長） 13番。 

〇１３番（室田議員） －再－  もう１点だけ質問をさせて頂きます。定住化対策の関係、町内にも誘 

致企業を始め約50社程の、それぞれ雇用している企業があるわけでございますけど、これ等の中で色々  

こう話を聞きますとかなりある社においては人集めに苦労している話も聞きますし、誘致企業の関係も 



それぞれ同じでないかと思います。そういった中でやはりこういう窓口が産業課なのか振興室なのかは 

わかりませんけど、一つ置いて頂いてある程度就職の斡旋までいかなくてもそういう窓口が必要でない 

かと思いますけど、町長如何でしようか。 

〇議長（吉尾政春議長） 町長。 

〇町長（篠田久雄町長） 確かに皆さんに、或いはお知らせしてなくて申し訳ありませんけど、実は振 

興室がその対応をしております。企業の相談もまた振興室にきてくれたり、或いは電話がきたり致して 

おりますから、もっとそうであれば今後とも分かりやすい、振興室がしているということをわかるよう 

にしなきゃいかんのかとそういうふうに思っております。 

〇議長（吉尾政春議長） 次３番大沼議員、パークゴルフについて質問して下さい。 

〇３番（大沼議員） ３番、大沼です。パークゴルフ場について質問させて頂きます。現在沼田町にお 

けるパークゴルフ場は町民体育館の裏、幌新農村公園が９ホール、それから雨竜川の河川敷、ひばりケ 

丘公園が18ホールの計４箇所となっている、おります。コース自体が単調で、質が悪く、出来れば良い 

という感じを私は受けております。初心者であればコースとカップがあれば良いということになるので 

しようが、慣れるにつれて技術の向上を目指し、変化にとんだコースを望むようになります。更には憩 

いの広場としても、憩の場としても求めているようでございます。この４箇所は河川敷は開発ですか、 

のほうから使用させて頂いているようで、あとの３箇所に対しては町がお金を出しているそうでござい 

ますが、たいした予算もかけていないようで感じております。沼田町にパークゴルフの協会がございま 

して、月例会を行っているわけですが、やはり変化にとんだコースで練習したいという声が聞かれてお 

ります。従って会員さんはもとより会員以外の人でも熱心な人々 は雨竜町、深川市に行かれてやってい 

るようです。そこで私は先程教育長の行政報告の中にもありましたが、桜づつみだけで 3,498人の人が 

利用しているということを聞きますと、町内の人が町外に行くよりも出来れば近隣から逆に集まって来 

て頂ける、ハイレベルで環境の整備がされたパークゴルフ場の設置をするべきではないかと考えており 

ます。加えて２、３日前の新聞になるかと思いますが、上砂川町において屋内のパークゴルフ場の建設 

ということもあるようなので、その２点町長の所信をお伺い致します。 

〇議長（吉尾政春議長） 町長。 

〇町長（篠田久雄町長） 随分、最近ゲートボールからパークゴルフになった、この事はいい傾向だろ 

うと思っておりますし、私どもパークゴルフ今町内に３箇所あるわけですが、ハイレベルのような状況 

でありませんが、一つは幌新が９ホールですけど18ホールにして整備できないか、土地の問題があるか 

ら土地も含めて今の検討していかなきゃならんだろう、来てくれた方々 もやはりそこで利用できるとい 

うこともありますし、あとやはりパークゴルフがあっても整備されてないということであってもまずい 



し、その辺また十分この検討して参りたいとこう思っております。 

〇議長（吉尾政春議長） ３番。 

〇３番（大沼議員） もうひとつ今の屋内の建設の関係については。 

〇町長（篠田久雄町長） 屋内については、今考えておりません。 

〇議長（吉尾政春議長） ３番。 

〇３番（大沼議員） －再－ パークゴルフ協会というのがあります、北海道は幕別町本拠地にして各 

地に支部があるそうです。沼田のパークゴルフ協会は空知支部に属していると、中島さんが会長で92名 

の会員さんがいらっしゃるそうです。空知支部の大会を開くとしたら36ホールというのが基本になるそ 

うです。そうすると近くでは雨竜町しかないと、パークゴルフの人口は年齢に関係なく幅の広い支持を 

得ているのは町長ご存じのとおりだと思いますので、この現状を踏まえて他の近隣の市町村では新設、 

増設をかなり考えているところもあると、何か秩父別においても今年、来年ですかオープンするという 

話も聞いておりますし、私はこれだけの人達が色々 よその町から沼田に入ってくる、これ経済効果も当 

然ある、だからほたる館と同様に流動人口の増加と地域振興にもなると思いますので、できれば早急に 

やはりこう36ホール、またよその人が見ても「いや、沼田は凄いな」と思われるようなパークゴルフ場 

の設置、パークゴルフ場というのはパークは公園です、公園はこれ町民の憩いの場にもなる、ゴルフ場 

がくっついてパークゴルフ場、上手いことだと思うのですが、やはりそういうその設備と環境と両方整 

ったものを目指してやはり空知支部の大会でも出来るようなそのお金を掛けてやられたら如何かと思

い 

ます。それについてもう一度いい答弁をよろしくお願いします。 

〇議長（吉尾政春議長） 町長。 

〇町長（篠田久雄町長） 今、先程申し上げましたように幌新は９ホールですから、雨竜川の堤防、北 

竜、全部入れたら36ホールでなくて45ホールあるわけですから、何も数では沼田負けてません。それで、 

１箇所でそれがほしいというのであれば、私はこう思っているんです。沼田町は他にゴルフ場があるわ 

けでしよう、幌新温泉も設備が大きい、だからどこかで作ったからうちも作ろうと、36ホール立派な作 

ったのならそちらでおやりなさい、こういうふうに交流というのは何もうちの町ばっかり来なくてもい 

い、だけどゴルフ場という大きなものがあるわけですから、ひとつ45ホールを自慢してください。 

〇議長（吉尾政春議長） 暫時休憩致します。 

〇議長（吉尾政春議長） 再開致します。 

                                       １５時１７分 

〇議長（吉尾政春議長） 引き続き、町長に対する一般質問を行います。 



 ３番大沼議員、商工振興問題について。 

〇３番（大沼議員） はい。大沼です。商工振興についてお尋ね致します。今年の平均株価、最高値が 

20,681円で一時景気も回復に向かったかと思いましたが、12月の中には15,904円と気がつけば 4,800円 

近くも下落しており、依然として景気の低迷は続いており全国的にも非常に不景気でございます。それ 

でなくても公共事業費の削減、特別減税の廃止などにより消費税率のアップなどで消費者の購買意欲は 

非常に落ちております。一昔前には考えていなかった都市銀行である拓殖銀行の経営破綻など、道内に 

おいても決して油断の出来ない経済状況にあると思います。本町における基幹産業の大幅な収入の減少 

は第３次産業、特に商店、飲食店が多大な影響を強く受けるだろうと予測しております。これに対応し 

沼田町商工会、商店会、商工青年部においては如何にこの影響を最小限に食い止め、沼田町民の足をこ 

ちらに向かせることができるか、真剣に検討しているところでございます。しかし、このまま景気が推 

移するならばさら商工業者の疲弊が進み、商工会員の死活問題につながると感じているしだいでありま 

す。特に本町においては基幹産業である農業の自主流通米の下落は全体で 800,000千円から 1,000,000 

千円にもなる減収見通しで、過去にない大変に厳しい状況になっていると聞いております。そこで今回 

農業費より稲作経営安定緊急対策費34,121千円と、道資金の利子補給がされているわけですが、多分目 

安だと思うんですが、米バラ施設の利用料の補助と解釈しております。今年は利用料１俵単価 396円、 

 174,000俵と聞いておりますので総額で大体約68,000千円程になると、２分の１の補助が34,000千円で 

出ているわけですが、産炭地の交付金、今年に限り約 500,000千円の上積みがあったわけでございます。 

これを緊急対策費に当てられたら如何でしようか。町の財政事情もわかるわけですが 500,000千円全部 

でなくて、この際残りの34,000千円についても支援しては如何でしようか。先程杉本議員さんの方から 

商品券と、それから商店の中身について多少心配してもらったわけでございますが、34,000千円の中か 

ら商品券を出してしまいますと利用料の補填ということになるとやはり農家の方は現金を更にまた出

さないといけないと、68,000千円利用料全体で68,000千円ですから残りの34,000千円をこの際支援して

農業だけでなくて商工業も必ずあおりがくるわけですから、沼田町の商品券を購入して頂きまして68,0

00千円の内の34,000千円は現金支援、残りの34,000千円は商店街の今後の発展に尽力、ひとつ力を貸し

て頂くということで商品券の配付をしては如何でしようかと考えます。 

  次に金融利子の補給について伺います。金融利子の補給については既に町の中小企業特別融資にされ 

ており、感謝のしているところではございます。現在商工業者の借入利息が雑ぱくですが 528,000千円 

になると聞いております。借入先は国、道、町など色々 で利率も違い、簡単には計算が出ないと思いま 

すが、町融資につきまして融資枠の増額、それと更なる利子補給をお願いしたいと、また国民金融公庫 

などについては大分の利子補給をして頂きまして、商工業者の経営安定のために尽力して頂きたいと思 



いますが、如何でしようか。 

  ３点目に商工会補助金についてお伺い致します。現在の町補助金はご存じのように 8,000千円で、平 

成７年度より増額がされておりませんが、商工会の補助事業計画書におきましては、道事業費の22,000 

千円を繰り入れても 9,200千円の自己負担金を生じます。この自己負担金 9,200千円に、補助金の全額 

8,000 千円を繰り入れたとしても 1,200千円余り足りません。商工会の一般会費と事務手数料などでこ 

の 1,200千円補うわけでございますが、この部分は人件費と道の事業費なので町が相当の補助するべき 

だと私は考えておりますが、如何でしようか。何れにしましても今年の米価のコストダウンにより消費 

の減退が来年もかなり懸念されるわけですし、来年もかなり不景気だろうと予想されることから町長の 

商工業者に対しての支援策も併せてお尋ねしたいと思います。 

  以上の点につきまして、町長の所信をお伺い致します。 

〇議長（吉尾政春議長） 町長。 

〇町長（篠田久雄町長） 人口が減っていく、こういう農村の地域の商店街というのは本当に大変だと 

思っております。このことは言っても、大方はこの札幌周辺に人が集まってしまう、旭川も現状のまま、 

ちょっと元気がないということでありますから、それだから結局高齢化していくわけです。そういった 

事から何を一番てこ入れすればいいのか、この辺がちょっと十分あれを、今議員さんのこの補助金の増 

額、金融利子補給といいますけども、ここのところを利子補給するとこういうふうになってくるという、 

そういうものが見えるようにこの、例えば商工会何かが言いますけども何ら見えてこないわけです。そ 

して例えば 8,000千円、町から補助をさせてもらっているけど、大沼議員さん聞かれたかと思いますけ 

ど「こんな 8,000千円ぐらいで一体何が出来るんだ」と逆に言われるので、そうするとこの 8,000千円 

も死に金なのかというふうに思っておりまして、本当に商工会とどこをどうやれば一番全体のためにな 

るのかこの辺も、会館建てれば迷惑だったというような声も一部にあるわけですから、これも随分考え 

なきゃ、考えがこちらが浅かったのかと思いながら、しかしこれも永年の夢だったから議会の皆さんの 

理解をもらって建てたわけでありますけども、その辺も十分またこれから進めていかなきゃならん点が 

あるのだろう、１番目に戻りますけど商品券の関係でありますけど、今各町もそれなりに取り組んでお 

ります。農村が疲弊すれば商工会にも影響があるということで、今日の新聞に浦臼のことも出ておりま 

したけど、農家に１戸３千円の商品券です。あれは。そして、ですからそう大した金額じゃないんです。 

だけども、今までにしてないことをしたから画期的だということで記事になったかと思うのですけども 

私どももこの先程も申し上げましたように、この農家の人も生活費はどこかで買わなきゃいかんとすれ 

ば、後程橋場議員さんからもご質問出ておりますけど、すればこれはやっぱり沼田を利用してもらいた 

い、そういう認識を持ってもらうためにも商品券を一部入れさせて頂こうかと、こう思っているんです 



けども、これ議員さんのように34,000千円そっくりやって、また34,000千円また商工会の商品券という、 

それほど町財政も楽ではないので、生で例えば34,000千円をこれに今利子補給するわけです農村の場合 

の、道の出てくる資金、そうすると40,000千円になるわけ。40,000千円というと 300,000千円の事業を 

起こしていけるんです。事業を起こしていけるとまた土建屋さんを始め、そこで働く人とか、全てに波 

及効果っていうのあるんだけど、これが直接的にというと非常に波及効果が少ないけども、これは今回 

直接的に補償させてもらって、その一部は商工振興に役立ててもらおうと、特に私は58年ですか、この 

雪害があった時に、この町の人が農家に出て雪があるのを解けたら稲をおこしてくれたわけ、そういう 

作業で商工会から商店街から農村に支援した、そのこともあるし今回はこの利用料の補助の中に商品券 

を入れると、出す町としては同じだということなんです。そんな事でご理解を頂きたいものだと思って 

います。 

〇議長（吉尾政春議長） ３番。 

〇３番（大沼議員） －再－ 今、町長出すのは同じ金額だと言われたのですが、34,000千円はもしバ 

ラ施設の利用料ということであれば、やはり農家の人たちがまたそれに対して負担をしないとならない 

と、いうことになります。商工会としては34,000千円の中から、例えば 3,400千円とか 5,000千円とか 

出して頂ければ、それは商店街に潤うお金になると思います。ひとつの起爆剤にもなると思うんですけ 

ども、ただ34,000千円今直接支援で現金でこれが出る、農家の人達はこれで大変私は喜んでいると思う 

し、町長のその敏速な行動にも敬意を表するところなんですが、実際こう産炭地の 500,000千円、今回 

上積みされているわけですから、出来ればそこからもうひと頑張りして頂きまして出して頂ければ農家 

の農業もいいし、商店街もいいんでないかというふうに感じるところでございます。 

  それから先程の金融利子については、確かに何をするかということは考えてございませんで、しても 

らえれば大した楽かと思っているところでございます。またこれはそのうちにでも一生懸命考えて話し 

たいと思います。 

 補助金につきましては、商工会の中身としましては人口というんですか、人口からいくと商工会費、 

一般会費は非常に高いんです、沼田町は、周りから見ますと。利子の手数料、受託料も一生懸命商工会 

のほうでは何というのですか、周りの商工会よりは稼いでいるわけなんです。ただ、実質その一般振興 

事業費、管理費というものに振り分けられるんですが、残りが。でも、それが商工会の中では三部会ひ 

いておりまして、その他に商工青年部、商工婦人部とあるんですが、それ等にいくお金自体が部費とし 

て大体 150千円から 300千円程度のものしかいかないんです。だから、その中でやるとしたら、いや１ 

回会議やったら、２回会議やったら本当にお茶代程度でやってはいるんですが、大したものも出来ない 

ということの中身の実態がございます。それを踏まえて頂いて多少の援助があると、もうちょっとこう 



例えばそうですね、この間の通産省の方みたいな方も直接呼んでもっと勉強してという形も考えられま 

すので、出道が別であればまたそれはそれでいいんですが、そういった事も考えてもらいましてその補 

助金については少しでも善処ある形をとって頂きたいと思うのですが、如何でしようか。 

〇議長（吉尾政春議長） 町長。 

〇町長（篠田久雄町長） 議員さんのお言葉に、おっしゃるとおりです、だから町も出すと、これが一 

番簡単なんですけども、ちょうどいいご質問して頂きましてこの間通産省の方が講演なさったのはどう 

いうふうに言われたか、町行政に頼きゃならんと、自らのことは自らやらんきゃいかんということを通 

産省の方が公演していったことは商工会の人が一番良く認識しているわけですから、それをここでもう 

一回その通産省の方々 の意見のとおりひとつ頑張って頂く、これがやっぱり基本だろうと思います。そ 

こで、まあしかし、こういうところですから、町、新たなこの発想とか企画とか特別なことでこれをや 

って大きな起爆剤にするというそういったものがあったときにはまた取り組まさせていかなきゃいか

んのだろうと思いますけども、ただ何となく金がかかるようになったから補助の増額というわけにいか

ん、もう一遍通産省のお役人でないけど、講演をひとつ思い出して頂きたいと、これはこう思いますし、

それから通産の支援の合計、産炭地のですね、これはもう今までの事業そのものにきているわけで、こ

れは地域おこしのために使っていいわけでありますけど、ひとつの基金として皆さんの合意頂いて、学

習館かな、生涯学習センターという目的を持って基金に積んであるんです。ですから、ここから34,000

千円取り崩せということよりもひとつここは、ひとつ頑張って頂いて、何でまたご支援できるかをじっ

くり色々 とまた皆さんのアイディアを頂きながら検討していきたいと、こう思ってます、はい。 

                              （１５時３３分 大沼議員 退室） 

                              （１５時３５分 大沼議員 入室） 

〇議長（吉尾政春議長） 次２番、橋場議員の農業問題について。 

〇２番（橋場議員） 暑いのでこのままやらせてもらいます。農業問題を私達が議論するときに前提と 

して国の政治や経済がどうなっているのか、そういうものを全般的に見てその中の一つの問題として農 

業問題があるんだという観点からとらえなければならないと思うのです。今、財界大企業へのこの護送 

船団方式の政治というのが益々 国民の中に明らかになってきました。まさに目に余る状態です。病院に 

かかることもできない、老後のことは年金は減らされる、若い人達一体老後どうなるのか、いろんな全 

面的に国民生活に対する攻撃が加えられているというなかで農業問題は起きていると、いうふうに私は 

認識しているわけであります。前にも言いましたけれども1984年の９月、昭和59年です、アメリカと日 

本とでこの色々 な協議をする諮問委員会というのがありまして、その最終報告の中で農業についてこん 

な事が書かれているんです。前にも言いましたが、「日本のような高地の狭い国では、米を含む穀物生 



産や肉牛の飼育は止めてアメリカに依存し、日本農業は草花や野菜を作り、アメリカ産飼料を使った養 

鶏、養豚をやればよい」、こういうのが文書の中にきちっとあるんです。これは今も生きているんです、 

この方向が。そういう方向をきちっともう1980年代に出して、こういう方向で日本農業どうやったら大 

企業の手に委ねていけるか、或いは貿易自由化を実際実現できるかということで御用学者や、それから 

マスコミを使って安い農家に対してこんなに国の税金を使うことはないと、安いものを買えばいいんだ 

という、そういう事を消費者のなかにずっと長いことかかって植えつけていって、今消費者と一緒にな 

って日本の農業が破壊されようとしているときに立ち上がれないような認識、マインドコントロールさ 

れてしまったわけなんです。こういう立場に立って、やはり米問題を根本に独立国であれば当然仕様な 

食糧は自給しなければならないんだと、そういう立場に立った農政を要求することが必要だと思うので 

す。 

  それでイの問題に入りますが、米の生産者米価の下落による農家の減収分を当面町独自で出来る限り 

の補填に努力することは勿論ということで、34,000千円の予算を組んで頂きました。しかし、これで農 

家の人達、来年の営農計画立てるような状況じゃないんです。町長も言われたように来年生産者米価が 

上がるというような見通しはないということですから、そうであればこの米価下落の原因が国の農業政 

策によって作られた、これ闘いなんですけど、そういう観点から立って国に対してやっぱり町長先頭に 

なってこの暴落を穴埋めをすれという要求運動をやらなきゃならなんでないかと思うのです。私残念に 

思うんですけれども、農村の議員の皆さんがこの点についてやっぱりきちっと要求してないんです。何 

故かと考えたら残念だけれども今のような米の状況を作った人たちの政治家ですね、そういう政治家の 

人達を選挙になると皆役員の方達が農民の人達に「票を入れろ」ということで運動をしてきたせいで、 

そういうことをきちっと言えないのかと考えるところでありますけれども、私はやはりそういうことは 

過去のことを捨てて今本当に農家を救うのかどうかということで、これ国に要求しなかったらできない 

んです。そういう点で町長ひとつそういう運動をされるかどうか、ひとつお聞かせ頂きたい。ここに書 

きましたけれども、農民連というところで試算しましたら大体全国平均米価を１俵60㎏当り20千円の、 

平均で20千円の下支えを国がするとすれば今の農業に出している予算の他に、価格指示に出している予 

算の他に240, 000,000千円位あればできるということらしいんですが、この点は産業課長なんかどうい 

うふうに考えているか聞きたいんですが、たった 240,000,000千円でこの農家の米の下支えが出来るわ 

けです。それなのに、それを出さないで在日米軍、これに対して思いやり予算というのを組んでいるん 

ですが、これはアメリカと日本の政府では何の義務もないんです。それに一人当たり年間 6,400千円を 

国が金を出してやっている、そして総額で 270,000,000千円も金を出しているわけです。こういう無駄 

なことを止めて、やはり日本国民の主食を守る立場に立たせる必要があるんでないかと思うのです。米 



価というのは、米の値段には違いないんですけど、米の１俵の値段というのは農家の人達が１年間働い 

たこの労働に対する対価なんです。こんなに安い、その価値のない労働だったのかという、こういう事 

だと思うのです。なら、やっぱりもっともっと農家の人は腹を立てていいんじゃないかと思うのです。 

「俺の労働の質というのはこんな安いものでないぞ」という立場に私は立つべきではないか、こんなふ 

うに思っています。 

 次、マスコミは 400万ｔ近い米の過剰というのは、また大宣伝してきました、何故余ったかというこ 

とはあまり書かないで。平成の米騒動の時に入れた外米が約９０万ｔ位、その残っていたような状況な 

んです。その後のミニマム・アクセスや何かを含めて大体外米で 190万ｔ前後、残っているんだろうと 

思うのです。それでは残ったやっぱり 200万ｔ位当然独立国としてはもってなきゃならん数量です。そ 

れほどビックリしたような、日本の米で言うと中身でないと思うのです。これが益々 食べない、余って 

くる米を義務的に入れられるわけですから、これをやっぱり止めさせるために2000年からＷＴＯの見直 

しが主要国で話し合われるわけですから、世界中で話し合われるわけですから、この主要農産物を協定 

から外せという、そういう世論を消費者とともに、世論調査をしましたらやはり安全な日本の食糧を食 

べたいというのは消費者の中８割だっていうんです。やっぱり自信を持ってこの辺りを取り組んでいく 

必要があるのでないかと思うんです。その点では町長一つＰＲをして、運動を進めていってほしいと思 

うのですが、如何でしようか。 

 それから私達日本共産党は米価の下支えの仕組みを確立しなさいと、政府買入価格米の最低１俵20千 

円を下支えとして出しなさいということを要求してきました。それから 300万ｔの、政府の買入米を 3 

00万ｔにして 200万ｔの備蓄を確保して、そして備蓄米は食糧、国民が、消費者が食べるものとしてで 

はなくて、別な加工米とか餌米にするということで提案しているわけですが、これ等について町長はど 

のように考えておられるか、ひとつお聞かせ頂きたい。そして「転作するな、するな」と、反対といっ 

てもさせられてしまうんです。だけど強制的ではなくて実際に米を作っても、大豆だとか麦だとかそう 

いう本当に自給率の低いそういう農産物を作っても間方するような価格補償で国がすればですよ、農家 

の人は「米余りぎみだから、これやるか」というようなことできると思うので、それ等についても要求 

して頂きたい、こういうふうに思っております。 

 それから補正予算で34,000千円の緊急対策助成金の計上について、実は行政報告の中で緊急対策費を 

計上しましたと、こうだけだったんです。私は補正予算を開いて見まして、説明書を見ましたら、ただ 

その名前だけ書いてあって、これどんなものかということは一つも書いてないんです。それで産業課長 

に「一体どうなんだ」と聞きましたら、「行政報告だから施政方針書でないから中身は書きませんでし 

た」と言いましたけども、やはりそれ等は行政報告の中でも「こういうことやります」ということは書 



いて構わないわけですから、中身をちょっと書いて頂きたかったんです。それで聞きましたら１俵に対 

していくらということで助成をするという話でありました。これはもう大変いいことだと思います、ち 

ょっと少ないですけども。私は商工会も大変、商店街も大変だと思うのです。それでこの34,000千円を 

全額お金で渡すのではなくて、町長さっき言ってましたからそういうこと書いておいてもらえば良かっ 

たんです。私はそういう方向を是非、何割にするのかは皆さんで検討して頂いて是非やってほしいと思 

っています。これ答弁はいりません。 

 それから６兆 100億円のウルグアイ・ラウンド農業対策費なんですが、これ等は本当に公共事業偏重 

型でこれは農家の人達は本当にあまり収入として戻ってこない中身ですから、これはやはり農村地域の 

農業維持やそれから農家の所得引き上げ、役立てる方向に転換させることを是非要求してほしいと思う 

んです。農業予算の中で占める農産物への価格と所得支持費の割合なんですけれども、これイノリュウ 

イチさんという農業問題研究者が調べたところによると、その価格所得支持費というのは、農業予算関 

係の中で日本の場合は 9.5％なんだそうです。フランスは56％も価格維持費に農業予算を使っていると 

いうんです。イギリスは68.3、だからイギリスでは農産物の自給率がどんどん高まっているんです。そ 

れからドイツが49.5、アメリカは16.9％と、このアメリカ、あまりしていないアメリカよりも半分近い 

です。そんな状況ですからこれはやはり国に対してやはり、私達は農業は基幹産業だと思っていますか 

らこの基幹産業、本当に国民の命を作っているわけですから、そういう農業に当然やはり価格補償して 

農家の人達が安心してやっていけるようなことを私達は要求しなきゃならんと思うのです。いくら企業 

誘致してもやはり若い人はどっからでも通勤できるんです。そうするとなかなかここに定住してもらえ 

ない。農業が魅力があって若い人が「よし、こんなやりがいのある仕事だったら継ぐぞ」といって戻っ 

てくれればこんないいことはないんです。それから人口、増給につながるので是非ともこのあたりを、 

私は「国に要求せ、国に要求せ」ばっかりで悪いんですけれども、国の政治は私達国民が主人公ですか 

ら、農家の人達と消費者が本当に怒ったらこれは実現できると思うので、ひとつ町長その先頭に立って 

頂きたいと思います。 

 それから遺伝子組み換え食品の表示ですけれども、遺伝子食品を開発したのはアメリカの大手農薬会 

社なんだそうです。そして、農薬をまいても遺伝子組み換えの大豆やそういうものは、他の草は全部死 

んでもその植物は死なないとい中身だという話をちょっと聞いたんですけど、こんな危険なもの、その 

安全性がまだよく確認されないようなものが日本に来て、いろんな加工食品の中に入っているんです。 

私、味噌をその産直で取っているんですけどそこへ電話をかけて「この味噌を作る大豆は輸入大豆です 

か、日本の大豆ですか」と言ったら、そういう産直のやっている会社でも「それは言えません」と言う 

んです。これじゃ駄目なんで、しっかり表示を国に要求しなければならないのでないかと思うのですが 



如何でしようか。 

〇議長（吉尾政春議長） 町長。 

〇町長（篠田久雄町長） はい。農業を思う気持ちは橋場さんと同じであります。今まで私の行動、或 

いはいろんな大会で私が言ってきたこと、橋場さんもご理解頂けているものとそう思っております。そ 

んな事でこの今、町が34,000千円、これ出しているけども本来この小さな市町村がこういう農業のその 

補助金、助成ということで出すべきものでない、国がやるべきことだと私はそのように思っております 

けども、あまりにも国の対策というのが、今回でもずいぶんとマスコミで、逆にマスコミは２つの功罪 

があるんです。「余る、余る」といったものだから、ひとつは暴落によりつながった、最後にこれを買 

い取ることが国を動かすことにもひとつはなっていった、その事がこの稲作安定対策ということになっ 

て、これで決して十分とは言えませんけども国もやらなきゃならんということに取り組んだり、更にま 

た転作についても売る自由、作る自由という新食糧法の中では言いながらも結果的には転作をしなけれ 

ばこれは損だという結果になるわけです。 5,700円、例えば大豆作りますと、そうするとそんなに悪く 

もない、実入りについて計算すると、ですからこれは意外と「さぁ転作せ、転作せ」ときつく言わなく 

ても大体取り組むような恰好になるんではないだろうかと、それはそのように思っておりますけど、そ 

ういう対策がやっぱり国がきちっと取っていくことが、当然の責任だと私どもそのように思っておりま 

すし、今年の一番の暴落は何といっても議員さんがおっしゃったようにやはりこのラウンド対策で輸入 

米が入っている、何といっても。今、９年度の10月でなんぼ残っているんだと、食糧庁に聞いたら20万 

ｔ残っている、実際はどうも29万ｔらしいんです、今の残っている段階で。それは加工に回っているわ 

けでしょう、味噌とかいろんなものに。これがやっぱり邪魔になっているのは、農家が今年は中間米以 

下の屑米出た、これがもっと普通の値段であれば８千円、10千円近いものがこれがあるから、外米があ 

るからやっぱり安くなるという点もあるわけです。この日本の食料の邪魔をさせないというのは国の約 

束だったんだけど、やっぱりこれも邪魔にはなっておりますし、一番は４月に政府が政府米を放出した 

と、予想しなかったわけです。これが暴落につながったわけですから、当然国がやっぱり何とか対策を 

取らなきゃならんということになったのがこの安定対策だったんだろうと、そういうふうに思っており 

まして私はこの、これ正直言いまして空知は一緒になれるんです。ところが道の町村会に行ったら漁業 

のところと酪農のところと畑作のところと、今水田はそんな事言っているけど「我々 はとうに酷い目に 

合ってきた」というわけですが、じゃあ転作をすれば畑に誰がこれは被ってくるか、我々 は転作奨励金 

もらうけど本場の畑の人方に皆影響すると。ですから北海道全体の問題でないかということでこれは町 

村、全道町村会は一緒になって行動することになったわけ。ですから、そんな事で努力をしております。 

ただ、橋場議員さんがおっしゃるように１俵20千円の補助というのはちょっと無理ですが、農家もそこ 



までは考えていません。やはり消費者が合意出来る価格でないと、その価格は多いにこしたことないけ 

どそういうものでなくて、やはりこの国民が理解するその中で我々 が努力していかんきゃいかんだろう 

とそういうふうに思っております。 

 それから、ウルグアイ・ラウンド対策の公共事業についても私どもいつもこういうふうに言ってまし 

た、「何も中身見えないじゃないか」と、一部の土建屋さんだけがいいかも知れないけど、確かにそこ 

で雇用の場とか地方のこの活性化にはなるかも知らんけど、農家直接に何があるか、これは沼田の場合 

は米バラは確かにラウンド対策の一つだったわけでありますけども、もっときちっと今回もこのラウン 

ド対策費を使ってくれと、直接補償に、こういう要求もしました。いろんな要求したんですけども、こ 

の辺はある程度はわかってくれたんじゃないかと、このように思っております。 

 最後の遺伝子組み換えについては、私どもこれは当然はっきりすべきだし、それともっともっと国民 

運動を起こさんきゃいかん、この地方からも、それは何かといったら中国の言葉も韓国の言葉にもしん 

どふじ、そこの土地で取れたものがやはり健康、体を守る、命を守ることだと、こういうことをもっと 

もっと認識していくと外米に頼るような思想がなくなってくる、こういう事で運動を起こしていかんき 

ゃいかん、ただこの日本の工業製品をどんどん伸ばしたい、産業界はこのアメリカをあつれきを起こし 

たくない、これがやっぱり相当働いておりますので、相当この農村を理解する議員の皆さんも数が少な 

くなってきている現状で非常に難しいけど、直接我々 は役所の中でそういう話を申し入れております。 

そんな事でご理解を賜りたいと思います。 

〇議長（吉尾政春議長） ２番。 

〇２番（橋場議員） －再－ 町長、20千円は無理だと言うけど、私の言っているのは米の値段という 

のは農家の人が１年働いた労働の評価なんです。だから20千円で、それと、それから所得とそれから生 

産費を償わなきゃならないんです。それで20千円で多いのか少ないのかという問題なんです。私達はア 

ンケートを農家に配って残念ながら全農家に配れなかったんですけれども 150件ばかりアンケート配

ったんです。封筒をつけまして、着払いで私達の方で郵便料金払うということで封筒もつけてアンケー

ト出したんですけど、その受取人払いというのがちょっと理解されてなかったとみえてあまりこなかっ

たんですけども、きた中ではやはり皆20千円が、１俵20千円というのが多いんです、してほしいと。18

千円の人もいました、25千円の人もいました。それから困ったときの神頼みじゃないけれども、「15千

円以下に下がらないように共産党頑張ってくれ」と、こうアンケートもありました。だけど、圧倒的に

多いのは20千円なんです。ですから私達もっと、これは今の米価は23年前の米の価格になったというわ

けでしよう。したら、サラリーマンの人に例えば５年前の賃金に下ろす、凍結するだけで三笠で、市役

所でストライキやると頑張っているわけでしよう。何で農家の人が生産者米価23年前に戻されていると



いうことを、私は労働組合が本当に農家の立場に立って運動すべきだと思うのです。している労働組合

あるんです。だけど連合という労働組合すっかり右に曲がりまして、そういう問題に闘えなくなったん

です、残念ですけれども。闘っている農家も、労働組合もありますからそれ等と一緒になってやっぱり

国に対して要求する必要があると思うのです。これ町長が盛んに規模拡大やなんかで以前に言っていた

ことは今と違って、「市場経済に入らなきゃ駄目なんだ」ということを言っていたんです。それから「国 

際化によってこのまま自由化を阻止していたら、取り残されてしまう」というようなこともあったんで 

すけども、実際には工業製品と違って１年に１回しか収穫できない、しかも気候、天候やそういう自然 

の状況に左右されるような農産物を市場経済やそういうものに委ねること自体が間違っている。やはり 

国民の主食、主要な農産物はやっぱり国がきちっと収穫をさせて、して安定的に安全な安い食糧を安定 

的に国民に供給すると、これは最低の義務ですから、この辺りやっぱりきちっと考える必要があると思 

うのです。町長、何か新しい施設を、米を味変わらないような施設を作って３年でも５年でも貯蔵して 

おけるような施設のこと言ってましたけども、それはたまたまそういう施設があってもこの米の価格を 

補償するということにはならない、つながらないと思うのです。ですから、その点でやはり国に対して 

価格補償ということはきちっとやって頂きたいと思っています。時間もあれですから次に、いいですか。 

〇議長（吉尾政春議長） それじゃ、憲法問題。 

〇２番（橋場議員） はい。日米防衛協力指針の問題なんですけど、米の問題も全ては本当は安保条約 

の中から発生している問題なんです、アメリカと経済的な協力をしなければならないというのがちゃん 

と安保条約にありまして、それが対等な立場ならいいんですけれども、そうでない立場におかれて今の 

状況、経済状況が出てきている訳なんですけど、新ガイドラインというのを何か私達にあまり直接関係 

ないようにこの思われるんですけど、実は今度私達の党大会で不破委員長が３年前にアメリカが北朝鮮 

に核兵器の製造の疑惑があるというようなことで制裁を加えるという時期があったんです。この時に制 

裁加えれないで、戦争にならないで前の大統領が北朝鮮に行って平和的におさまったんだけど、カータ 

元大統領が行って平和的におさまったんだけど、その時にアメリカの新聞がこう書いたらしいんです。「 

何故、北朝鮮に制裁を加えられなかった」、それはもし戦争が始まったら数日以内にワシントンは日本 

に対してアメリカからの数百機の部隊輸送機や、数千ｔの死活的に重要な補給物資を着陸させなければ 

ならない、そのためには札幌、新潟、東京、成田のような主要民間空港の定期旅客便の発着を停止させ 

るよう日本に要請しなければならないと、こういう事らしいんです。それで日本にそういう申し入れし 

たけども、日本の政府がもたついているので「これはまずい」ということでその平和的に解決したと、 

こういうことを新聞が、アメリカの新聞がきちっと書いているんです。して、アメリカのその軍部のほ 

うでもそれを認めているらしいんです。ですから、今度のガイドラインというのは、新ガイドラインと 



いうのはそれを作らせる事らしいんです。これは大変、完全にアメリカがどこかで戦争したら日本はも 

う完全にそれに巻き込まれてしまうという中身を、本当は３年前のアメリカの新聞できちっと書かさっ 

ているんです。だから、そうでないとアメリカは負けてしまうというらしいんです。だから、そういう 

点からいうとこのガイドラインというのは大変なことなので、是非町長そういうことがあってはならな 

いという憲法を守る立場から論戦をして頂きたい、こういうふうにひとつ考えております。ご答弁を頂 

きます。 

〇議長（吉尾政春議長） 町長。 

〇町長（篠田久雄町長） いや、毎回橋場議員さんからこの問題についても、ご質問頂いておりますか 

ら私は今まで答えてきましたので、今は外交と防衛は国政の場で議論してもらいたい、そういうふうに 

私は考えておりますし、これは私どもは自治体も国民もどこで何があってもこれは国の事だから議論す 

べきだと思っております。しかし、私どもが与えられた任務は何か、今私は沼田の首長であれば沼田の 

立場に立って言わなきゃいかん、そういう考えでありますからこの事については私は答えるだけの能力 

がないとだけお答え致しておきます。 

〇議長（吉尾政春議長） はい、３番。 

〇２番（橋場議員） －再－ いや、これは本当は日本、沼田の町民にとっても死活の問題です。生命 

に関わる問題なので、ひとつ町長こう議論を深めていきたいものだと思っています。 

 それじゃ、次の財政構造改革問題について。財政構造改革法が出来たわけなんですけど、これは出来 

てしまったから仕方ないという問題でないんです。悪いものであれば変えるために運動していかなきゃ 

ならんわけなんですけれども、この改革法というのは３年間にわたって「国の財政はこういうふうにし 

ていきます」という、固定化してしまった中身なんです。それで財政課長は良く調べると思うのでひと 

つ答えてほしいのだけども、補助金や何かの打切が数で言うと 2,200件に及ぶということを言っていま 

す。そして、それ等の打切の中身が実際には国民の生活に密着した社会保障制度や医療制度に対するも 

のが非常に攻撃加えられているということで、これからの町として社会福祉政策を進めていく上で重大 

な打撃を受けるのでないかと思うのですが、こういう事について今後財政やっていく上でどうなのかと 

いうことをちょっとお聞かせ頂きたいと思います。いや、今決まったばかりだからなかなか難しい問題 

だと思うのですけれど、ひとつお答え頂きたいと思います。 

 それから、この財政構造改革法は無駄はそのままにして、つまり無駄っていったら何かといったらさ 

っきの思いやり予算でもあるし、それから社会保障が国と地方自治体とで20兆円だと、それからゼネコ 

ン方のほう、土木工事は国と地方財政で50兆円だと、こういう逆さまな状況をそのままにしておいて、 

この20兆円のほうにだけ、社会保障制度にだけ攻撃を加えてきているんです。中小企業、農業など国民 



生活に関わる予算を削減して、命と暮らしと営業を脅かすものとみています、私達は。法が決まっても 

それは永久不変のものでないんです。この１番問題なのは枠組みは補助金の率をあれですか、３年間で 

３％減らすということもきちっと決まっちゃっているんです。そこでどこを減らすのかというのは一つ 

も決まっていないんだそうです。こんなでたらめな法律が通ってしまったんです。そういう事でそれは 

駄目だということをやっぱりきちっと言わなきゃならんと思うのです。そういう点について、町長どの 

ように考えておられるか。 

〇議長（吉尾政春議長） 町長。 

〇町長（篠田久雄町長） 国について私は本当に計画性がない、バブルが終わったあとも、ついこの間 

までもっと金を使うことはないかと、同じ一つの側溝にしてもそこに絵を付けたり、付けなくてもいい 

ところに金を使ってきた、急に今度はあそこも削ろう、例えば公共事業の中でも高架、ここの高速道路 

の高架をこれはやっぱり土にする、土とコンクリ使うのと随分と値段が、全部落としていくというこれ 

は財政構造改革法が通る以前から、これが法律を準備しているからそういう事で全てのことに変わって 

くるんですけども、例えば公共事業７％から12％までになるわけです、カットが。それから、そう言い 

ながら最近は金融不安でＮＴＴの株を担保に10兆円の金を作るといったり、何を言っているのかどうも 

ちょっと行き当たりばったりなところがあって、きちっとしたものが見えていない点がありますので、 

いくら財政構造改革と言っても国民がやっぱり生活してかんきゃいかん、最低限の。我々 自治体にとっ 

てもこれが出てくるのは、先程の質問がありましたけども、市町村はスリム化するために急にこの合併 

論を持ち出しているわけでしょ、ここにも影響が出てくる、いうことで各自治体である程度これからス 

リム化する方向に向かっていたり、また財政の厳しいところでは職員の昇給を延伸したり、そういうと 

ころもありますけども、私どもはやはりこの１町村の問題としてだけではなくて、これは全自治体一緒 

になってこれがやっていけるように、これがこの自治体が運営できないというようなことのないような 

そういう運動を起こしていかなきゃならん、特に今おっしゃった医療も非常にこれが影響してきている 

ということは事実であります。ひとつ、ひとつについて申し上げられませんけども、我々 はこれについ 

て色々 また議論を深めていきたい、こう思っております。 

〇２番（橋場議員） 財政課長、何か分かりませんか。 

〇議長（吉尾政春議長） 財政課長。 

〇財政課長（平木昭良課長） 先程の補助金の１割削減ですけども、これもやはり平成10年から３年間 

ですけども、これは各省庁ごとに１割削減ということは、情報は入っております。 

〇議長（吉尾政春議長） ２番。 

〇２番（橋場議員） 次に移ります。産業廃棄物の処理問題についてですけれども、これは知事が認可 



するわけでありますので、私ちょっと考えたのは課長の説明では町内の残土だとかそういうもの位だと 

いうような話だったんですけども、それだけなら知事許可ということにならないのでないのかと思うの 

です。産廃の法律を読みましたら、その所轄する地域内で起きる問題は知事がということですから、そ 

うすると知事ということになれば沼田町だけでなくて各地からそういうものが搬入されるのではない

のかと思っているのですが、その点は違うのかどうかですね。 

 それから、ちょっともっとあれなんですけども、これ地図を見ましたら、資料を見ましたらただ安定 

型だというんですけども、よう壁が倒れないようにするとかということが書いてあるんです、計画書の 

中に。どういうふうな恰好でやるのか、上からずんずんこう投げてずっとブルトーザーでならして転圧 

をかけてそれで終わりなのか、それとも区切ってその区切ったところにはコンクリの擁壁を作ってこう 

やってくるのか、そういうその中身についてちょっと説明して頂きたいと思います。 

〇議長（吉尾政春議長） 民生課長。 

〇民生課長（半田昭雄課長） それではお答えさせて頂きますけども、知事の認可ということでござい 

ますけれども、建設用の土砂にしても一回こう工事に使ったものについては全部産業廃棄物ということ 

なんです。ということで、そういうものについては支庁を経由しているんですけども、知事の許可にな 

って、という形になるわけでございます。それで、今言う各地から許可後に搬入されないかということ 

ですけども、業者の方ですから町外からもそういう物が来た場合には、今のところでは受け入れるよう 

な考え方ないみたいですけども、やっぱり営業の部分があるわけですから全然受け入れないということ 

にはならないのかというふうに理解をしてございます。 

 それから擁壁の関係なんですけども、許可の中では１町以上は許可になりませんから、埋立地ですね、 

現在確か何町あるかちょっと分かりませんけども、取りあえずは１町ずつ埋め立てをしていって、また 

終わればまた次のところに行きたいということなんですけれども、塀の関係につきましてはそういうと 

ころに子供が集まって遊んでいたら危ないものですから、中に入れないようによう壁を作っていきたい 

ということの考え方のようでございます。 

〇議長（吉尾政春議長） ２番。 

〇２番（橋場議員） －再－ 読みましたら一般廃棄物とそれから産業廃棄物の２つに廃棄物が分かれ 

ていて、大体中身が同じでもあれなんですね、建設現場、それから産業によって出たゴミは産業廃棄物 

と、一般家庭や何から出たのは同じものでも一般廃棄物とこうなっているんです。特別管理という管理 

しないとならない廃棄物も分けられているということになっていますけども、今課長の説明で言うと１ 

町、したらこれで見ますと相当量が年間 8,000〓ということになっているんですけれども、ｔでいうと 

これよりずっと少なくなります。土砂や何かで重いから１〓いって１㎡角にならないから少なくなると 



思うのですけど、これでは一日当たり13台だろうという計画に見積もっているけど、他から運んでは駄 

目だというやつはないんでしよう。要するに廃棄物処分業者が「持ってきてください」と、委託すれば 

どこの運送会社の人もこう運んでこれるわけですよね、そういう中身でしょ。そうすると、ここに商売 

でやるんだから一日15台位じゃ、13台位じゃとてもまかたしませんよということになったらどんどんく 

るようになると思うのです。そういう事があったときに、地域住民の人がダンプどんどんと入ってくる 

ということになれば、それ等辺りもきちっとやっぱり「こうなりますよ」というのを町民に明らかに公 

開する必要があると思うのです。それでないと町内のだけだと言ったけれども、町外から運んでは駄目 

だというところがひとつもないわけです。見ましたけどないんです、どこでどうなっているか分からな 

いから。それで何故町の、町長やなんかの承認がいるのか、その他辺りもちょっと私まだ勉強してませ 

んけれども、どこにあるのかと思ったりして、ですからそうすると 8,000〓１年間に積むとしたら１町 

分以上面積広がっては駄目だということになるでしょ。そうすると、どこかで衝立を作らなかったら広 

がってしまいます。そうでなかったら高く積み上げたやつ、雨でもってジャーと流れてくるから、それ 

等の設備もちゃんとやるのかどうか、そういう計画になっているのか、ちょっとお知らせ頂きたい。 

〇議長（吉尾政春議長） 民生課長。 

〇民生課長（半田昭雄課長） はい。申し訳ございません、説明不足で申し訳ないと思いますけども、 

今その仕切りは当然１町規模でやっておりますから、その埋め立てのために土砂が流れないように盛土 

をして基準通りのえん堤を作っていくという構造になってございます。それで町外からという話もある 

んですけども、そういった事で持ってこれないってものはないんですけども、会社の方の考え方として 

は前の常任委員会でも説明してますけども、結局町の土捨場の関係等もございましてあと何年かすれば 

町のほうもなくなってきますという話もしているものですから、そういったものを中心に業者としては 

受けていきたいと、こういうような考え方をしているようで、今の申請の段階では町外から受け入れる 

というような考え方はないようでございます。 

〇議長（吉尾政春議長） ２番。 

〇２番（橋場議員） －再々 － そうするとこの計画、あなたのメモなんですけれども、一日当たり13 

台位受け入れて商売としてやっていけるのかどうかなんです。どうなんでしょう、本人がいいというの 

ならそれでいいんだけど、そうなるとこの計画がちょっとその商売に成り立たない計画になっているん 

でないかと思うのです。そうすると、逆に言うとそんなものでなくて、あっちこっちからどんどん入っ 

てくると、まかたするような量を入れるということにつながらないのかと思って、それでもしそうなる 

のであれば、前もってやっぱり道路の整備や何かもしなかったらならないのでないのかと思うのですけ 

ど、その辺りもうちょっと勉強してもらったほうがいいな。どうですか。 



〇議長（吉尾政春議長） 町長。 

〇町長（篠田久雄町長） はい。私らの立場としては、今議員さんがおっしゃったことがありますけど、 

こういう産業廃棄物は一番は地元にない方がいい、なくて一番近くにあればいいんです、と思ってきま 

したけども、しかしやっぱり私、この町のなか、或いは町自体の公共施設を壊して投げなきゃならんと 

いう場合も、やはり今深川に金を払ってやっぱり運ぶ距離が長いほどコスト高になるわけです。ですか 

ら、地元でそうやって投げる場所もこれからは必要になってくると、だからこれは町としてもこれは支 

庁、道に申請するに当たって、これは了解していこうというふうに思っております。ただ、これがこれ 

だけで私は商売をすると思ってませんので、これだけで商売で、もしやるとしてもそんなにここに受け 

入れる人が大勢いて、なれるとしたらあと料金の問題だとそう思っておりますから、何れにしてもまず 

地元にあることが沼田町の事業を起こすためのコストが安くなることが一つあると、こんなふうに認識 

しております。 

〇議長（吉尾政春議長） ２番。 

〇２番（橋場議員） ちょっと計画をもっときちっとして、交通の対策や何かもひとつどういうふうに 

するかということを町民に明らかにしてほしいと思います。３回やりましたので次に移ります。 

 ５番の生涯学習センター問題ですけども、町長計画を止めるわけにいかないと、そうですね、指定寄 

付があったりなんかしてますからそうだと思うのですけれども、私達の考えているのは山木議員どう考 

えてらっしゃるか知りませんけど、私は要するに起債を認められるかどうかというの色々 ありますけど 

も、それは12年以後になったら危ないんだということになるけれども、我々 としてはそういう間違った 

やり方は変えてくれという運動があるわけですから、だから伸ばす、12年以降になったらいつになるか 

も知れないけども、やはり元に戻させることは必要だと思うのです。ですから、そういう立場から止め 

るのではなくて、今の情勢をもっと見て国から助成もらえなかったらもらえるまで待とうじゃないかと 

いうことで、考え直してみる必要があるのでないかというふうに思っているのです。それと、ちょっと 

図面見せてもらいましたら 240個の固定席があるんです。そしたら町民会館でも何かやるとしたら、音 

楽鑑賞協会が町民会館を使っていろんな行事やってます。それから老人大学や何かで誰か呼ぶと、一体 

年間どれだけそれを利用するのかと、固定席あるとそれどうして、別なものに使用できないんです。そ 

うするとこれはちょっとどうかと考えたり色々 ありまして、今補助もらったからといって急いでやって 

次の維持費には一銭もこないわけですから、そうすると大変な重みに、荷物になるのでないかと思った 

りしまして、やはりちょっと今の農業情勢や何かから見てその助成、起債が認められなかったり、それ 

から補助金がこなかったりするような時期が12年後になるかもしれないけど、それをもっと、もっと先 

に延ばしてまた元に戻させるようなことを、運動するという立場で見直す必要あるんでないかと、こう 



思ってはいるんですが、どんなものでしようか。 

 それから消防体制のことも言いましたので、ここだけちょっと。 

〇議長（吉尾政春議長） 町長。 

〇町長（篠田久雄町長） はい。こういう時期になりますと、そういう議論も、ご意見も出てくるだろ 

うと、私もそう一時は思ってもみましたし、職員に対してもせっかく検討委員会で議論したけども「こ 

れは見直しもせんきゃならんかも」なんて話しましたけども、やはり考えてみますと今おっしゃったよ 

うに指定寄付があり、或いはまた多くの町民のこの世論の中でこれを進めたわけですから、これをじゃ 

あ財源が全くないと、その見通しがないというのであればもちろんこれずっと延ばすわけでありますけ 

ど、財源の全ての見通しがつけての上でのこれは進めるわけでありますから、この点はある程度この今 

建築に向かって今いろんなご意見を更に聞きながら努力をしていこうと、こう思っているところであり 

ます。 

〇議長（吉尾政春議長） ２番。 

〇２番（橋場議員） －再－ はい。今の財源あっても使ってしまったら、今度それを維持管理してい 

く財源は新たに捻出しなければならんわけなんです。その辺りをきちっと考えてもらって、奈井江でも 

そういうのがあって今大変こう重みになっているというような話もありますから、この辺りはちょっと 

十分検討して頂きたいと思っています。これは１月に計画が大体固まったころにもう一回議論したいと 

思うんです。 

 次に移ります。敬老年金年ですけど、約 8,000千円位敬老年金が出されてます。これ全額商品券にす 

るとお年寄りの人が孫に小遣いをやる楽しみがなくなりますから、幾らかの部分を、何割かを商品券に 

替えてという町もあるんです。是非、これ考えてもらえないだろうかと思いますが、如何でしようか。 

〇議長（吉尾政春議長） 町長。 

〇町長（篠田久雄町長） はい。この間ちょっと老人会の閉講式に申し上げたんだけど、日本の良さだ 

か悪さだかはわかりませんけども、お年寄りが孫に小遣いをやる楽しみ、孫からおじぃちゃんにあげっ 

たというのはあまり聞いたことない、ここが海外を違うとこなんです。そこで、その楽しみがひとつは 

なくなってしまうのかなと思いながら色々 新しい提案でありますから、また商工振興にもなることだし、 

色々 検討させて頂きたいと、またお年寄りの意見も聞きながら取り組んでいきたいと、こう思っており 

ます。 

〇議長（吉尾政春議長） ２番。 

〇２番（橋場議員） ７番については大体前のほうで議論したからいい。 

〇議長（吉尾政春議長） 次に７番森井議員の産業廃棄物処理問題について。 



〇７番（森井議員） ７番、森井です。産業廃棄物処理問題について２、３お伺い致します。施設の建 

設に当たっては先の委員会並びに橋場先生の先程の話で内容はわかっております。聞くとこによります 

と、先般何かその建設に当たって業者との公害等防止協定が策定されたと伺っております。その内容に 

ついてわかればお答え、お聞きしたいと思います。 

 それと、多分その中に入ってこようかと思いますけども、当然安定型で土砂等を埋めるということで 

すから、さほど水質汚濁については問題ないかと思いますけどもその検査方法、検査を年何回するのか、 

またそれをどうやって公表して頂けるのかという問題、それと当然土砂ですので沢地に埋めるというこ 

とで処分場内の排水関係についてはきちっとすると思いますけども、それから出てくる河川までの間の 

関係がどうなっているのか、また道路もあそこの道型はＡ型で一台大型が 250台通行可能な道路と伺っ 

ておりますけれども、ただ勾配がありますので搬入時期には一日先程13台と言っておりましたけど、工 

事等があったときにはかなりの台数がこれ集中的に走るのではないかと、産業廃棄物が出なければゼロ 

の日もかなりあろうかと思います。その辺の関係で何とかあそこを一方通行にして、もう一本水道企業 

団のほうに降りてくる道路を整備して、そういうふうに迂回で一方通行で走れないかという事をお伺い 

致します。 

〇議長（吉尾政春議長） 助役。 

〇助役（西田篤正助役） 公害防止協定の内容につきましては一般的な内容になってますので、全体の 

説明を省略させて頂けますけども、町が求めているのは現在の状況の水質検査、それを出して頂きまし 

てそれを基準に致しまして毎年一回定期的に出して頂く、その状況によってもし汚濁があれば指導して 

いくという、そういうような協定の内容になっております。 

 それから今の一方通行につきましては、これ今の13台ぐらいですと恐らくそんな交通障害起きる可能 

性はないんです。ただ、工事の今言われましたように、例えば生涯学習センター建てるときに公民館を 

壊すなんていうことになりますと一日相当の台数が走りますので、そういう場合についてはそれぞれ警 

察署とも協議しまして通行の道路を指定して一方通行をさせると、そういう方法もありますのでそうい 

うような方向で十分その地域の住民の皆さんに迷惑のかからないような方向で検討させて頂きたいと

思いますので、ご理解頂きたいと思います。 

〇７番（森井議員） 排水の関係は。 

〇助役（西田篤正助役） 排水につきましても、今言いましたように、落ちているところが一箇所なん 

です、現場を見ますと。その一箇所のところで水質を計りますので、排水する水が下流でどういう状況 

になるかというのはその時点でわかりますから、その状況については必要の都度議会のほうにもご報告 

させて頂きたいと思います。 



〇議長（吉尾政春議長） ７番。 

〇７番（森井議員） －再－ 地域住民のほうから何とかその一方通行にならないかという声も上がっ 

ていると伺っております。その辺をあと、あそこいくらも延長しないで道路が出来るのでないかと思う 

のですけども、やはり地域住民の声が一番大事かと思います。その辺をもう一度町長に答弁をお願い致 

します。 

〇議長（吉尾政春議長） 町長。 

〇町長（篠田久雄町長） これすぐ今工事にかかったわけでありませんので、その辺の動向を見ながら 

道路の整備については、また町として対して参りたいとこう思っております。 

〇議長（吉尾政春議長） 次、同じ７番議員の大気汚染問題について。 

〇７番（森井議員） 次に大気汚染問題について何点かお伺い致します。本年８月に大気汚染防止法が 

改正になり、いわゆるダイオキシンが排水抑制物質になりました。この規制によって現在使用している 

妹背牛町にある北空知衛生組合の焼却施設の対応が今後どのように替わっていくのか、まずお伺い致し 

ます。 

 それと現在、現施設の耐用年数もある程度経過していると聞いておりますが、この施設の残存能力が 

どれ位あるのか、多分平成、十何年位たって、伺っておりますけども、それ等の施設が平成14年に法適 

用猶予期間までの焼却炉の構造の改修などの対応も進めていく必要があるかと思います。しかし国にお 

いては日量最低 100ｔの処理施設が示されていることを考えますと、大量のゴミを処理できる施設の建 

設が今以上の広域的な体制で運営されることが望ましいのではないかと思われます。このような施設を 

容器等のリサイクル処理施設と、有機的に結びついた形での処理が必要であろうかと考えられます。そ 

こで前回も分別収集が必要ではないかという質問を致して、現在のところ今の焼却施設で燃やせるので 

問題はないという答弁を頂いておりますが、今状況が替わった段階でどのようにお考えなのか、お伺い 

したい。 

 それと最後に、このようなもし現在の妹背牛町の施設が恒久的に使えないということがもし出れば、 

その施設を本町に誘致しては如何と、そのような提案もございます。その場合、最近の一番その近代的 

な設備、例えば旭川市においても町のなかでかなり環境基準に適合した焼却炉も造られております。そ 

れと先程から農業問題で籾殻の処理、富良野市辺りでは生ゴミの堆肥化、これ北見の方からバークを持 

ってきて混ぜ合わせて堆肥化をしているような状況もございます。それ等を考えますと、現在あそこの 

米バラ施設に２億なり３億なりかけて堆肥場を建設するよりも、もっと効率的に運用できるのではない 

か、また最近では新聞等によく書かれているゴミ発電という問題も脚光を浴びております。それによっ 

て24時間焼却できるのであればゴミもゴミでなくて資源に替わるのではないかという考え方も出来る



のではないかと、それと温熱排を利用したビニール栽培とか、先程メロンの苗の云々 という話もござい

ました。そういった施設の構想も考えられるのでないかと思いますが、町長はどうお考えかお聞きかせ

下さい。 

〇議長（吉尾政春議長） 民生課長。 

〇民生課長（半田昭雄課長） まず数字的なことでございますけれども、北空知衛生組合の現況なんで 

すけれども、法律によりまして平成、排出基準の関係なんですけども、平成９年の12月までは適応、そ 

の設備ですね、改築しなくていいように今されております。ただ、平成12年の12月からダイオキシンの 

数値が 80ﾅﾉｸ ﾗ゙ﾑに規制されます。それと平成14年の12月からは更にこうぐっと下げられまして 5ﾅﾉｸﾞ

ﾗﾑ ということで、一辺にこう基準がきつくなってくるんですけども、妹背牛の関係は一応ダイオキシ

ンを測定しているんですけど、これ平成９年８月28日の測定では3.3ﾅﾉｸﾞﾗﾑということで14年の基準か

らしても十分にその排出基準はクリアしているんですけども、言いましたとおり59年にこう建てた施設

なものですから、それは10ｔの２炉ということで現在稼動して13年を経過をしておりまして、さっき言

いました、残存、その使用年数、対応年数はどの位あるんだということにつきましては年数は出てませ

んけどもまだまだ利用できると、こういった現況のようでございます。ただ基準がきつくなってきてい

るものですから、国のその構造基準がたくさん改正しなさいという項目がございまして、妹背牛の施設

についてはその基準のなかの８項目の内の４項目が改修をしても駄目な施設なんです。それで平成14年

までは今のままである程度改修しながら進めていきまして今いう、国の言うその大規模な広域的な処理

施設にしていかなきゃならないという考えを持っているようでございまして、管内では南の方で１箇所

と北空知のなかではゴミのその収集力が足りないものですから１日その 100ｔの処理施設出来ないも

のですから、中と北で１箇所が適当でないかと、こういった事も担当会議、助役会議の中でも示されて

ございまして、これにつきましては12月のまた議会、一部事務組合の議会があるんですけども、その中

で理事者のほうにもどういった対応をしていくのか、妹背牛もやるとしても今いう莫大な金がかかるわ

けですから、ある程度の年数で切って広域的に対応していくのか、そこ等についてもこれからまた検討

したいということになってございます。 

〇議長（吉尾政春議長） 町長。 

〇町長（篠田久雄町長） 今そういう基準が決められてきましたものですから、 100ｔといえば空知管 

内で２箇所なんです。ですから、それ空知管内だけで進めるか、それとも或いは留萌とか、或いは旭川、 

これからまだまだその辺流動的で何れにしても北空知だけではとてもものが足りない、そんな状況です 

から、といってもまだ誘致するようなことにはならんだろう。これは皆でどこかの場所に設置するとき 

はお願いせんきゃならないということなんだろうなと今のところ思ってまして、まだまだ我々 も視察し 



たり、この間助役が視察してきたから詳しいんですけどもまぁ我々 勉強中でありますので、もうちょっ 

と具体的になったらまたお知らせし、ご相談申し上げる時期がくるだろうとそう思っております。 

〇議長（吉尾政春議長） 民生課長。 

〇民生課長（半田昭雄課長） 分別収集につきましては、前の時もご質問があったんですけども、現在 

の構成団体で考えている時に、平成11年からやりたい考え方していたんですけども、今その広域の問題 

できたものですからどこにその埋め立て処分場がいいとか、分別施設がいいとかという問題がこう元に 

戻ってしまっているものですから、そういった事も含めていつからやるかということについてもこれか 

更に協議を進めていきたいという段階でございます。 

〇議長（吉尾政春議長） ７番。 

〇７番（森井議員） －再－ はい。先程、今妹背牛町の排出基準が3.3 ﾅﾉということでしたが、ダイ 

オキシンが一番排出するというのは温度が低いときですか、妹背牛町も24時間燃焼してないので恐らく 

これは計るとすれば一番燃焼温度の高い時を計っているんじゃないかと思うのですけども、24時間常時 

燃やしているのであればいつ計っても問題ないんですけども、その温度の低いときの発生というのはか 

なりあろうかと思います。その辺も計るときは温度の低いときと高いときと２箇所位でこう計ってみて 

どうなのかといった基準も大事ではないかと思います。 

 それとやはり一番そのダイオキシンが出る原因がビニール系、いわゆるペットボトルだとか買物袋だ 

とか、ああいったものが一番発生源だと聞いております。それをもしあそこの、今の現在の施設をずっ 

と使っていくということであればやっぱりいち早くそういった分別収集をして、リサイクルに回すとい 

う考え方が一番大事ではないかと思います。それと先程北空知と中空知で１箇所、２箇所と言いました 

か、１箇所ですね、そうすると逆に中空知側にもし新設をするといった時に、本町のその輸送コストの 

増大、そういったものも十分考えられますし、先程の産業廃棄物でないですけどなるべく自分で出たと 

このゴミは自分で処分するというのが一番ベストなんでしようけども、国の基準がきつくなった今、今 

後に向けて今すぐということではないにしてもひとつ一考に値するものではないかと思いますので、そ 

の辺を含めてもう一度答弁お願い致します。 

〇議長（吉尾政春議長） 助役。 

〇助役（西田篤正助役） 今、中空知、それから南空知というお話をしましたけど、これは現在の検討 

段階での条件なんです。それで今各支庁でそれぞれの検討したやつが上がりまして、さっき町長が言い 

ましたように全道規模でもってどの場所がいいかというのが道から今度おりてくるんです。そうすると 

今申し上げましたように留萌管内と北空知、中空知が噛み合うかもしれません。そんな事でまだ状況が 

流動的なものですから、それ等の案が出た段階でまた相談させて頂きたいというふうに思います。それ 



だけですよね。 

〇７番（森井議員） あと、基準値の測定のしかたについて。 

〇助役（西田篤正助役） それもやっぱり確かにそうでしようけども、24時間というのがやっぱり国の 

基準ですから、今後新しく造るものについては 100ｔ以上で24時間運転しなさいということですから、 

その心配はなくなると。現状のその測定のあれというのは向こうの施設に確認しなきゃわかりませんけ 

ども、恐らくそういい条件のばっかりを選んで測定をしているということは考えられないと思いますけ 

ども、確認をさせて頂きたいと思います。 

〇議長（吉尾政春議長） 民生課長。 

〇民生課長（半田昭雄課長） 今助役言ってましたけど、確認の時間なんですけども資料としてもらっ 

ている中では時間帯としては11時40分から15時40分ということで、妹背牛のやっぱり一番こう燃焼です 

か、燃焼温度の高い時間帯で測定した数字だと思います。と言いますのは、今いう入った時はどうして 

も除減装置というものを付けなければ温度は上がらないわけですから、やっぱりそういった問題もそう 

いう措置をしていくためにはそういう施設もしなければなりませんし、当然出ていくときには温度を急 

激に下げなさいというそういう基準もあるわけですから、そういったものもまたしなければ数値が上が 

っていくということになりますので、現在のところについてはそういった一番いい時間帯で測定したの 

かということです。 

〇議長（吉尾政春議長） 以上で、本日の日程を終了致します。 

 本日はこれで散会致します。ご苦労さまでした。 

                                       １６時３７分 
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